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継
之
助
ゆ
か
り
の
地
に
開
館

幕
末
の
長
岡
藩
政
を
担
っ
た
河

井
継
之
助
ゆ
か
り
の
品
々
な
ど
を

展
示
す
る
「
河
井
継
之
助
記
念
館
」

が
十
二
月
二
十
七
日

、
長
町

な
が
ち
ょ
う

一

丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
記
念

館
の
整
備
は
市
制
一
〇
〇
周
年
・

合
併
記
念
事
業
の
一
環
。
国
の
街

な
み
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し
、

継
之
助
の
屋
敷
跡
に
あ
っ
た
建
物

を
改
修
し
た
も
の
で
す
。
窓
か
ら

は
、
継
之
助
が
暮
ら
し
た
当
時
の

面
影
が
残
る
庭
を
眺
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

貴
重
な
品
を
数
多
く
展
示

継
之
助
が
書
い
た
旅
日
記
『
塵ち

り

壺つ
ぼ

』
や
、
旅
先
の
九
州
で
買
っ
た

蓑み
の

、
司
馬

太
郎
の
小
説
『
峠
』

の
自
筆
原
稿
な
ど
、
ゆ
か
り
の
品

約
四
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
時
代

背
景
や
彼
を
支
え
た
人
々
に
つ
い

て
も
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
継
之
助
の
人

間
像
と
業
績
に
迫
る
こ
と
の
で
き

る
記
念
館
で
す
。

市
民
活
動
の
場
と
し
て
活
用
も

多
目
的
室
と
会
議
室
を
館
内
に

併
設
。
市
民
活
動
の
場
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
（
要
予
約
、
無
料
）。

開
館
を
記
念
し
て
、
継
之
助
に

つ
い
て
語
る
特
別
鼎
談

て
い
だ
ん

を
開
催
し

ま
す
（
下
欄
③
参
照
）。
ま
た
、
十

二
月
末
日
ま
で
記
念
館
の
無
料
開

放
を
行
い
ま
す
。
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歴
史
観
光
・
市
民
活
動
の
拠
点

河河
井井
継継
之之
助助
記記
念念
館館

1122
月月
2277
日日
オオ
ーー
ププ
ンン

施 設 案 内

場所＝長町１丁目甲1675番地１

開館時間＝午前10時～午後５時

休館日＝年末年始 入館料＝大人

200円、高校・大学生・障害者・介

助者150円、小・中学生100円（小

学生未満無料。団体料金あり）

駐車場＝４台 問観光課39・2221、

同記念館30・1525（開館日以降）

河井継之助の人物像や明治維新の

ありさまを検証し、先人の生き方か

ら人々に受け継がれてきた気質、ま

ちづくりなどについて話し合います。

日時＝12月27日午後１時～５時30

分 会場＝ホテルニューオータニ長

岡ＮＣホール

首長シンポジウム（午後１時から）

パネリスト＝岡山県高梁
たかはし

市長・秋岡

毅さん、福島県会津若松市長・菅家

一郎さん、福島県只見町長・小沼昇

さん、森民夫長岡市長 コーディネ

ーター＝渡辺千雅さん

講演会「至誠惻怛
し せいそくだつ

、以
もっ

てこれを行

う～山田方谷
ほうこく

と河井継之助～」（午後

２時45分から）

講師＝岡山県高梁市文化交流館学芸

員・加古一朗さん

河井継之助記念館開館記念特別鼎
てい

談
だん

（午後４時30分から）

鼎談者＝歌舞伎俳優・十八代目中村

勘三郎さん、郷土史研究者・稲川明

雄さん、森民夫長岡市長

申12月15日までに、往復はがきに

郵便番号、住所、氏名、電話番号を

記入し、〒940－0041学校町１の２の

２中央図書館内「歴史シンポジウム

実行委員会」係へ（はがき１枚につ

き１人） 定員＝350人（抽選。当選

者に入場整理券を発送。～すべ

て聴講できる人に限ります。途中入

場はできません）

問中央図書館内歴史シンポジウム

事務局32・0658

▲灯ろうなどが今に残る記念館の庭

改修工事が進む河井継之助記念館

第６回歴史シンポジウム長岡歴史会談（無料）

開館記念！無料開放
12/27（開館記念式典

後）午後４時～６時、

28～31午前10時～

午後４時（※新年は１/

５から通常開館）

◆河井継之助ってどんな人？

文 政 10 年

（1827）、長

岡藩士の長男

として生まれ

る。西国諸国

を遊歴後、抜

群の行動力と

先見性で異例

の出世、筆頭

家老になる。藩政改革と武装の近

代化を断行。慶応４年（1868）、

戊辰戦争で中立を目指すが、小千

谷談判が決裂し開戦。軍事総督と

して軍を率いるが敗走。福島県塩

沢村（現只見町）で最後を迎えた

（享年42歳）。司馬太郎の小説

『峠』の主人公。
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市
に
対
し
一
括
売
却
の
提
案
が

西
部
丘
陵
東
地
区
は
、
㈱
ス
ペ

ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
が
破
産
宣
告
を

受
け
た
た
め
、
土
地
利
用
が
凍
結

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
同
社
の
破
産
管
財

人
か
ら
市
に
対
し
、
所
有
地
百
八

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
五
億
円
（
一

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
二
百
六
十

七
円
）
で
一
括
売
却
し
た
い
と
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
を

受
け
、
有
効
な
土
地
利
用
策
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

西
部
丘
陵
東
地
区
の
優
位
性
や

民
間
活
力
を
活
か
し
て

現
在
、
土
地
利
用
の
具
体
的
な

方
策
を
、
有
識
者
や
国
・
県
関
係

者
な
ど
か
ら
成
る
土
地
利
用
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
優
位
性
は
、
豊
か

な
自
然
や
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
の
集
積
、
高
速
自
動
車

道
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
で

す
。
委
員
会
で
は
「
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
」「
地
域
振

興
や
産
業
の
振
興
に
」
な
ど
の
意

見
が
出
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
市

で
は
土
地
の
取
得
に
備
え
る
と
と

も
に
、
民
間
活
力
を
活
か
し
た
土

地
利
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
来
年
三
月
ま

で
に
ま
と
め
ま
す
。

問
企
画
課

39
・
２
２
０
４
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地
域
振
興
や
産
業
振
興
な
ど
幅
広
い
視
点
か
ら

西
部
丘
陵
東
地
区
（
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア

※

所
有
地
）
は
、
合
併
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
極
め
て
重
要
な
土
地
で
す
。

市
は
こ
の
土
地
を
取
得
す
る
方
向
で
、
有
識
者
に

よ
る
土
地
利
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
有
効
な

活
用
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア

宇
宙
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
・
運
営
を
目
的
に
㈱
佐
藤
工

業
、
県
、
市
な
ど
が
出
資
し
て
平
成
三
年
に
設
立
し
た
第
三

セ
ク
タ
ー
。
平
成
八
年
に
事
業
断
念
、
平
成
十
五
年
に
破
産
。

西
部
丘
陵
東
地
区
の
土
地
利
用
を
検
討

「
赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
」全

国
地
域
づ
く
り
賞
を
受
賞

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

む
住
民
や
行
政
担
当
者
が
情
報

交
換
を
す
る
「
地
域
づ
く
り
全

国
交
流
会
議
」
が
十
一
月
一
日
、

市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
八
十

四
団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
八

団
体
が
地
域
で
の
活
動
を
発
表
。

審
査
の
結
果
、
四
郎
丸
地
区
（
長

岡
地
域
）
の
「
赤
城
コ
マ
ラ
ン

ド
」
が
全
国
地
域
づ
く
り
推
進

協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
。
大
人

と
子
ど
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る

冒
険
遊
び
場
づ
く
り
や
植
林
な

ど
に
よ
る
里
山
再
生
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

コ
マ
ラ
ン
ド
の
世
話
役
・
山

川
成
雄
さ
ん
は
「
森
の
中
で
遊

ぶ
う
ち
に
、
人
や
森
は
大
き
く

育
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

▲全国各地から約400人が参加
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現
在
の
本
庁
舎
で
業
務
を
続
け

な
が
ら
耐
震
補
強
を
す
る
場
合
、

約
二
十
億
円
か
か
る
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
に
建

て
ら
れ
た
本
庁
舎
は
、
築
五
十
年

を
目
安
と
す
れ
ば
、
あ
と
二
十
年

で
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

せ
っ
か
く
費
用
を
か
け
て
も
、
二

十
年
で
は
も
っ
た
い
な
い
話
。
費

用
を
負
担
す
る
な
ら
ば
、
将
来
に

わ
た
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
使
い

途
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
常
、
自
治
体
の
庁
舎
整
備
に

は
、
国
の
支
援
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
中
心
市
街
地
で
庁

舎
を
整
備
す
る
場
合
、
長
岡
市
で

は
特
に
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

と
い
う
国
の
補
助
金
が
も
ら
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
借
り
入
れ
た
お
金

の
三
分
の
二
を
国
が
肩
代
わ
り
し

て
く
れ
る
「
合
併
特
例
債
」
が
活

用
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
庁
舎

整
備
の
た
め
の
市
の
負
担
を
大
幅

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
制
度
に
も

期
限
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を

逃
す
と
国
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
、
将
来
的
な
市
の
負

担
は
大
き
く
増
え
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

右
表
に
あ
る
と
お
り
、
い
ず
れ

の
場
所
で
対
応
す
る
に
し
て
も
、

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
同
じ
お
金

を
か
け
る
な
ら
、
少
な
い
負
担
で

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
方
が
得

策
。
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
る
。
憩
い
の
場
所
が
で
き
、

商
店
街
が
元
気
に
な
る
。
中
心
市

街
地
へ
の
市
役
所
移
転
に
は
、
合

併
後
の
新
長
岡
市
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

市政だより 2006.12

先
月
に
引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

先
月
の
市
政
だ
よ
り
で
は
、
市
役
所
の
移
転
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
と
耐
震
性
の
面

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
移
転
費
用
と
駐
車
場
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

問

行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

改
修
し
て
も
、
あ
と
二
十
年
。

こ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い

中
心
市
街
地
に
移
転
す
る
と
、

国
か
ら
の
支
援
が

Ｑ.今の庁舎を直したら？
移転にはたくさんお金が
かかるでしょ！

Ａ.今の庁舎を20億円かけて
直しても、あと20年で建
て替えが必要です。
移転して新築すると35億
円から45億円の負担にな
りますが、この先50年間
使えます。

お
金
を
か
け
る
な
ら
、
少
な

い
負
担
で
大
き
な
効
果
を

こ
こ
も
分
か
ら
ん
、
市
役
所
移
転
論
議

移転案ごとの費用負担やメリットの比較（金額は概算）

中心市街地に移転

（一括または分散）
操車場地区に移転

現在の本庁舎を耐震改修＋

第２庁舎を建設

市の負担
45億円（一括）
35億円（分散）

60億円
45億円

（うち耐震改修で20億円）

国からの支援「ま

ちづくり交付金」

を利用できるか

一括 △（交付金額 小）

分散 ○（交付金額 大）

△

（交付金額 小）

×

（なし）

主なメリット

・人が集まる、にぎわい

の創出など、まちづく

りへの効果が高い

・車を運転しない利用者

にも便利

・駐車場の整備が容易 ・現在の本庁舎を利用で

きる

主なデメリット

・駐車場の整備に工夫が

必要

・用地取得費用がかかる

・車を運転しない利用者

に不便

・車を運転しない利用者

に不便

・耐震改修しても、あと

20年ほどで建て替え

となる
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現
在
の
本
庁
舎
で
駐
車
場
の
利

用
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
常
時
で
は
来
庁
者
用
、

公
用
車
用
合
わ
せ
て
約
三
百
台
、

混
雑
時
は
四
百
台
分
の
駐
車
場
が

必
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

厚
生
会
館
地
区
に
三
百
台
、
さ

ら
に
再
開
発
事
業
な
ど
で
二
百
台

の
、
合
計
五
百
台
程
度
の
駐
車
場

を
新
規
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

必
要
台
数
分
は
十
分
に
確
保
で
き

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
交
通
予
測
調
査
の
結
果

で
は
、
厚
生
会
館
地
区
に
こ
の
規

模
の
駐
車
場
を
整
備
し
て
も
、
周

辺
の
交
通
に
渋
滞
は
生
じ
な
い
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
本
庁
舎
の
駐
車
場
は
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
市
役
所

は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。

市
役
所
が
中
心
市
街
地
に
移
転
し

て
も
、
自
動
車
で
来
庁
す
る
人
に

負
担
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◇

◇

市
役
所
で
用
事
を
足
す
人
に
は
、

無
料
券
を
発
行
す
る
方
針
で
す
。

ど
こ
で
発
行
す
る
の
か
。
ど
れ
だ

け
の
時
間
を
無
料
と
す
る
の
か
。

具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
、
他
市

の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
民
保
護
法
は
、
外
部
か
ら
の

武
力
攻
撃
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、
ゲ

リ
ラ
攻
撃
な
ど
）
や
大
規
模
な
テ

ロ
な
ど
に
対
し
て
国
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
国
や

県
、
市
な
ど
の
役
割
の
骨
格
を
定

め
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
法
律

に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
避
難
誘
導
や
救
援
な
ど
の
具

体
策
を
定
め
る
「
国
民
保
護
計
画
」

の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
関
係
各
機
関
の
代

表
や
有
識
者
、
一
般
市
民
か
ら
成

る
長
岡
市
国
民
保
護
協
議
会
で
、

「
長
岡
市
国
民
保
護
計
画
」
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
計
画
に
市
民
の

み
な
さ
ん
の
お
考
え
や
ご
提
案
を

反
映
す
る
た
め
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
素
案
は
、
十
二
月
五
日


か
ら
、
市
役
所
一
階
市
民
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
支

所
地
域
振
興
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

今
後
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
十
九

年
三
月
を
め
ど
に
計
画
策
定
の
予

定
で
す
。

市政だより 2006.12

五
百
台
分
の
駐
車
場
を
新
規

に
整
備 Ｑ.駐車場はどうなるの？有料になるの？

Ａ.500台分の新規整備で対応します。自動車
で来庁する方には、無料券を発行します。

武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
の

長
岡
市
国
民
保
護
計
画
に
ご
意
見
を

無
料
券
の
発
行
で
、
利
便
性

に
も
配
慮
し
ま
す

特例市に向け、大きく前進

市は11月15日、菅義偉
すがよしひで

総務大臣に特

例市指定の申し出をしました。

特例市になると、県が行っている事

務のうち、都市計画に関する事務や環

境行政に関する事務の権限が市に移さ

れます。市民にとってより身近な市が

事務を行うことで、有効な施策の決定

や事務処理のスピードアップが期待で

きます。

森市長は申し出の後、「地方分権の大

きな流れのなかで、特例市の指定は大

きなステップです。他の自治体とも協

力して、中越地域の中心都市の責任を

果たしていきたい」と抱負を語りまし

た。

今後、閣議決定を経て、来年４月に

は特例市に指定される見込みです。

みなさんのご意見をお寄せください

ご意見は12月25日までに、〒940－8501
（住所記入不要）長岡市危機管理防災課、39
・2283、Ｅメールbousai＠city.nagaoka.lg.jp

へ（住所、氏名を明記してください）

問危機管理防災課39・2262
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今
は
元
気
で
も
、
年
齢
と
と
も
に
歩

く
、
食
べ
る
と
い
っ
た
生
活
機
能
は
衰

え
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
介
護
が

必
要
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
職
員
が
、
高
齢

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
健
康
状
態
に
応

じ
て
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
予

防
事
業
「
地
域
の
茶
の
間
」
や
必
要
な

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

無
理
な
く
体
を
動
か
し
、
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
閉
じ
こ
も
り
や
生
活
機

能
の
低
下
を
防
ぐ
介
護
予
防
事
業
が
各

地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
島
地
域
・
脇
野
町
で
は
月
一
回

「
地
域
の
茶
の
間
」
を
実
施
。
毎
回
、

約
三
十
人
が
集
ま
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
（
写

真
）。「

こ
こ
に
来
て
仲
間
と
話
を
す
る
の

が
楽
し
み
。
ほ
か
の
用
事
を
断
っ
て
で

も
来
ま
す
」
と
参
加
者
か
ら
も
大
好
評
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
坂
田
隆
子
さ
ん

は
、
「
私
た
ち
も
、
こ
こ
に
集
ま
る
高

齢
者
の
人
と
同
じ
地
域
の
一
員
。
今
は

活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、

年
を
と
れ
ば
参
加
者
で
す
。
地
域
で
支

え
あ
う
活
動
は
、
介
護
予
防
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市政だより 2006.12

自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

健
康
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

実践

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
介
護
予
防
！

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す

地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
はは
、、

すす
べべ
てて
のの
高高
齢齢
者者
とと
家家
族族
のの

生生
活活
をを
支支
援援
しし
まま
すす
。。

地域包括支援センター（以下、支援センター）には、保健師、
社会福祉士、主任ケアマネジャーなど専門スタッフがいます。
保健・福祉・介護などさまざまな面から高齢者の日常生活のお
手伝いをしています。
最寄りの支援センター（次ページ参照）にお気軽にご相談くだ
さい。

問介護予防推進室39・2268、または各支所保健福祉課

▲転倒予防運動も和気あいあ
い（11月15日・脇野町公民館）

■
生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク

次
の
項
目
に
い
く
つ
か
当
て
は
ま
る

人
は
、
何
ら
か
の
生
活
機
能
の
低
下
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
お
近
く
の
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
一
年
間
の
う
ち
に
転
ん
だ
こ

と
が
あ
る

十
五
分
続
け
て
歩
け
な
い

日
用
品
の
買
い
物
を
し
て
い
な
い

体
重
が
半
年
で
二
キ
ロ
以
上
減
っ

たお
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ

る週
に
一
回
も
外
出
し
て
い
な
い

周
り
か
ら
「
い
つ
も
同
じ
こ
と
を

聞
く
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ

が
す
る

6

高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
に

は
、
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
記
）。

こ
う
し
た
虐
待
は
、
介
護
の
疲
れ
か

ら
く
る
ス
ト
レ
ス
や
経
済
的
な
問
題
か

ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
民
生
委
員
や
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
、
高

齢
者
の
見
守
り
や
家
族
を
支
援
す
る
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
身
近
に
、
気
に
な
る
高

齢
者
や
介
護
で
悩
ん
で
い
る
家
族
が
い

た
ら
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
、
各

支
所
に
相
談
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

事
実
を
確
認
し
、
介
護
相
談
や
支
援

を
行
う
ほ
か
、
緊
急
の
場
合
は
市
が
立

ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

財
産
の
管
理
を
支
援

「
出
掛
け
る
と
家
に
帰
っ
て
こ
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
」「
通
帳
や
印
鑑

な
ど
大
切
な
も
の
を
よ
く
な
く
す
」。

こ
の
よ
う
な
不
安
が
あ
り
、
頼
れ
る

家
族
な
ど
も
い
な
い
高
齢
者
は
、
本
人

に
代
わ
っ
て
支
払
い
や
契
約
な
ど
を
行

う
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業（
※
１
）や

成
年
後
見
制
度（
※
２
）が
利
用
で
き
ま

す
。支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
制
度
を
利
用
す

る
た
め
の
手
続
き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※1
社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
手
続
き
や
利
用

料
の
支
払
い
な
ど

を
行
い
ま
す
。

※2
裁
判
所
が
定
め
た

後
見
人
が
、
土
地

や
預
金
な
ど
財
産

の
管
理
や
契
約
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

窓
口
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
訪
問
し
、
生

活
や
健
康
な
ど
の
悩
み
事
や
困
っ
た
こ

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

家
族
の
人
も
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
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家
族
の
人
も
独
り
で
悩
ま
な
い
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特集

高
齢
者
の
権
利
と
財
産
を
守
り
ま
す

地地域域包包括括支支援援セセンンタターーはは市市内内にに1111ヵヵ所所
「困っていることがあっ

たらどんなことでも気軽に
相談していただきたいです
ね」と話す支援センターな
かじまのセンター長・丸山
千代子さん（写真中央）と
スタッフのみなさん

担当地区・地域 場所・施設名 電話

千手・表町・中島・神
田・新町

社会福祉センター内
地域包括支援センターなかじま

30・1121

四郎丸・豊田・
阪之上・川崎

高齢者センターけさじろ内
地域包括支援センターけさじろ

37・5700

栖吉・富曽亀・山本・
新組・黒条

高齢者センターふそき内
地域包括支援センターふそき

25・3354

宮内・十日町・六日市
・太田・山通

高齢者センターみやうち内
地域包括支援センターみやうち

39・0080

下川西・上川西・王寺
川・福戸・三島

高齢者センターまきやま内
地域包括支援センターまきやま
・みしま

29・7005

大島・希望が丘・日越
・関原・宮本・大積・
深才・青葉台

ケアハウス西長岡内
地域包括支援センターにしなが
おか

29・6621

中之島・与板
サンパルコなかのしま内
地域包括支援センターなかのし
ま・よいた

61・2600

越路・小国
特別養護老人ホームわらび園内
地域包括支援センターこしじ
・おぐに

41・3201

和島・寺泊
デイサービスセンターわしま内
地域包括支援センターわしま
・てらどまり

74・3808

栃尾
特別養護老人ホームいずみ苑内
地域包括支援センターとちお

53・2265

山古志
山古志支所内
地域包括支援センターやまこし

59・2333

地域包括支援センター

■
相
談
件
数
（
四
～
九
月
）

暴
力
に
よ
る
身
体
的
虐
待
…
…
24
件

言
葉
に
よ
る
心
理
的
虐
待
…
…
７
件

経
済
的
虐
待
…
…
…
…
…
…
…
３
件

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
…
９
件

■
虐
待
の
サ
イ
ン

常
に
お
び
え
て
い
る

傷
や
あ
ざ
に
関
す
る
説
明
の
つ
じ
つ

ま
が
合
わ
な
い

寝
具
や
衣
服
が
汚
れ
た
ま
ま
の
場
合

が
多
い

家
族
が
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心
、

冷
た
い
態
度
を
と
っ
て
い
る

家
族
が
高
齢
者
の
受
診
や
入
院
の
勧

め
を
断
る

■
よ
く
あ
る
相
談

相
談

お
じ
い
さ
ん
が
、
一
人
で
何
も

し
な
い
で
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ

と
認
知
症
に
な
ら
な
い
か
と
心

配
で
す
。

対
応

ご
本
人
の
希
望
を
聞
い
て
地
域

の
サ
ー
ク
ル
や
介
護
予
防
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

相
談

最
近
、
一
人
で
の
入
浴
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

対
応

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
手

続
き
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
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１
日
●
長
岡
市
、
和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
、
与
板
町
が
合
併
～
新
・

長
岡
市
が
誕
生
～
（
７
日
に
合
併
記
念
式
典
）

４
日
●
新
年
賀
詞
交
換
会
（
厚
生
会
館
で
）

19
日
●
１
月
合
併
の
各
地
域
で
第
１
回
地
域
委
員
会
が
始
ま
る

29
日
●
市
議
会
議
員
増
員
選
挙

13
日
●
市
議
会
２
月
臨
時
会

16
日
●
長
岡
市
防
災
体
制
検
討
委
員
会
が
「
新
た
な
防
災
体
制
の
整
備
に

関
す
る
提
言
」
を
市
長
に
提
出

18
日
●
長
岡
雪
し
か
祭
り（
19
日
も
）に
山
古
志
の
「
雪
中
闘
牛
」
が
登
場

３
日
●
長
岡
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
が
同
ビ
ジ
ョ

ン
を
森
市
長
に
提
出

７
日
●
市
議
会
３
月
定
例
会
（
27
日
ま
で
）

11
日
●
教
育
改
革
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
岡

16
日
●
天
然
ガ
ス
活
用
研
究
会
が
長
岡
市
天
然
ガ
ス
活
用
基
本
プ
ラ
ン
を

市
長
に
提
出

20
日
●
中
越
こ
ど
も
急
患
セ
ン
タ
ー
を
開
設

27
日
●
平
成
18
年
度
当
初
予
算
が
成
立
。
災
害
復
旧
・
復
興
関
連
経
費
と

し
て
約
１
６
６
億
円
を
計
上

28
日
●
長
岡
市
行
財
政
改
革
推
進
市
民
委
員
会
が
長
岡
市
行
政
経
営
改
革

プ
ラ
ン
を
市
長
に
提
出

31
日
●
荷
頃
小
学
校
（
栃
尾
）、
塚
山
中
学
校
（
越
路
）
が
閉
校

●
「
長
岡
市
政
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」
を
出
版

１
日
●
長
岡
市
制
施
行
１
０
０
周
年
。
記
念
事
業
を
開
催

●
新
市
歌
「
笑
顔
い
き
い
き
」
制
定

●
ド
イ
ツ
・
ト
リ
ア
ー
市
と
姉
妹
都
市
締
結

９
日
●
栃
尾
地
域
で
成
人
式
（
長
岡
・
越
路
・
小
国
地
域
は
５
月
３
日
、

中
之
島
・
三
島
・
和
島
・
寺
泊
・
与
板
地
域
は
８
月
15
日
、
山
古

志
地
域
は
９
月
３
日
）

14
日
●
上
除
町
の
被
災
者
用
公
営
住
宅
で
鍵
の
引
き
渡
し（
小
国
町
七
日
町

は
20
日
、長
倉
町
は
11
月
２
日
、仲
子
町（
栃
尾
）は
11
月
７
日
）

●
悠
久
山
桜
ま
つ
り
（
５
月
５
日
ま
で
）

16
日
●
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
来
場
者
10
万
人
突
破

20
日
●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
出
店
者
と
全
国
初
と
な
る
協
定
を
締
結

24
日
●
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
整
備
を
県
知
事
に
要
請

26
日
●
第
１
回
長
岡
市
行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
を
開
催

29
日
●
小
国
芸
術
村
会
館
、
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
が
再
開

10
日
●
楽
山
苑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
21
日
ま
で
）

21
日
●
良
寛
の
里
春
の
茶
会

27
日
●
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
長
岡
大
会
（
28
日
も
）

15
日
●
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
（
米
百
俵
賞
に
後
藤
文
雄
さ
ん
）

18
日
●
中
之
島
地
域
で
防
災
訓
練

20
日
●
市
議
会
６
月
定
例
会
（
７
月
４
日
ま
で
）

７
日
●
長
岡
東
西
道
路
橋
り
ょ
う
部
分
の
工
事
が
国
の
直
轄
事
業
に

13
日
●
水
害
か
ら
２
年
。
中
之
島
地
域
で
追
悼
行
事
を
開
催

14
日
●
民
間
７
団
体
と
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月

５市町村の合併でスタートした平成18年。市
制施行100周年を迎えた４月以降、10の地域が
個性を生かして記念イベントを繰り広げました。
11月には来年４月の特例市指定を総務大臣に申
し出。地方分権の流れの中で、長岡市は大きな
一歩をしるしました。
全市を挙げて取り組む震災復興では、被災し

たすべての学校が再建した校舎で授業を再開し
ました。復興住宅も市内４カ所で建設され、103
世帯が入居。生活再建が進みます。
「守門岳から日本海 中越いやす信濃川」と

歌い出す新市歌の不死鳥のように、28万の市民
が大きく、力強くはばたいた１年でした。
あなたにとって今年はどんな年でしたか？
それでは、この１年の市政を振り返ります。

ながおか
２００６

１月７日 長岡市、和島村、寺泊町、
栃尾市、与板町の合併記念式典。

▲11月３日 ながおか市民セン
ター開館５周年を機に市内28カ
所にまちの駅を実験的に開設。

▲３月20日 中越こども急患セン
ター開設。中越地域内の子どもの
夜間救急体制を強化しました。

題字は再建された校舎で授業を再開した小・中学校のみなさんに書いていただきました。
【こ】越路中３年・久保美瑞紀さん【と】越路中３年・平林尚也さん 【し】太田小５年・星野優生さん
【の】太田中３年・小幡祐子さん 【で】小国中３年・峯村洋行さん 【き】小国中３年・安澤ほのかさん
【ご】山古志小５年・星野由梨さん【と】山古志中３年・樺澤圭介さん

▼11月９日 中心市街地構造改革会
議。まちづくりの観点から市役所移
転を議論するため再設置されました。
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17
日
●
寺
泊
サ
ン
ド
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

18
日
●
特
例
市
移
行
の
同
意
を
県
知
事
に
依
頼

21
日
●
第
１
回
長
岡
市
国
民
保
護
協
議
会

●
第
１
回
長
岡
市
自
然
環
境
保
護
研
究
会
（
ト
キ
の
分
散
飼
育
検
討
）

22
日
●
中
越
市
民
防
災
安
全
大
学
が
開
校

●
長
岡
空
襲
体
験
画
展
（
８
月
20
日
ま
で
）

25
日
●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
再
オ
ー
プ
ン

28
日
●
行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
が
中
間
報
告
を
市
長
に
提
出

１
日
●
長
岡
空
襲
か
ら
61
年
。
平
和
関
連
事
業
を
開
催

●
長
岡
ま
つ
り
（
３
日
ま
で
）

４
日
●
世
界
の
花
火
シ
ョ
ー

●
ワ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が
お
か

９
日
●
第
１
回
長
岡
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会

10
日
●
市
議
会
８
月
臨
時
会

17
日
●
竹
沢
保
育
園
（
山
古
志
）
が
再
開

28
日
●
越
路
中
学
校
が
本
校
舎
で
授
業
を
再
開

30
日
●
村
松
町
の
避
難
勧
告
が
解
除
。
残
る
は
山
古
志
地
域
５
集
落
に

●
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
普
及
促
進
モ
デ
ル
事
業
実
施
地
域
に
指
定

１
日
●
山
古
志
支
所
が
地
元
で
開
設
。
山
の
暮
ら
し
再
生
推
進
室
を
新
設

●
太
田
小
・
中
学
校
が
地
元
で
授
業
を
再
開

５
日
●

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
を
設
立

12
日
●
市
議
会
９
月
定
例
会
（
26
日
ま
で
）

17
日
●
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
in
長
岡
。
山
古
志
地
域
で
約
２
年
ぶ
り
に
闘

牛
大
会
を
開
催

18
日
●
全
日
本
丸
太
早
切
選
手
権
小
学
生
大
会

22
日
●
近
未
来
！
越
後
長
岡
産
業
展
★
ロ
ボ
ッ
ト
展
（
24
日
ま
で
）

１
日
●
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
業
務
開
始

２
日
●
小
国
中
学
校
が
本
校
舎
で
授
業
を
再
開

●
長
岡
市
総
合
計
画
地
域
懇
談
会
（
17
日
ま
で
計
16
カ
所
）

５
日
●
大
手
通
中
央
東
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
を
都
市
計
画
決
定

６
日
●
首
長
防
災
サ
ミ
ッ
ト
in
中
越

７
日
●
米
百
俵
ま
つ
り

12
日
●
第
１
回
長
岡
市
西
部
丘
陵
東
地
区
土
地
利
用
検
討
委
員
会

22
日
●
長
岡
・
小
国
・
寺
泊
・
栃
尾
地
域
で
防
災
訓
練

23
日
●
中
越
大
震
災
か
ら
２
年
。
合
同
追
悼
式
、
復
興
祈
念
事
業
を
開
催

30
日
●
山
古
志
小
・
中
学
校
が
地
元
で
授
業
を
再
開

１
日
●
地
域
づ
く
り
全
国
交
流
会
議
長
岡
大
会
（
２
日
も
）

●
山
古
志
地
域
町
名
変
更

３
日
●
長
岡
市
表
彰
式

●
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館
５
周
年
（
10
月
１
日
）
を
機
に
市

内
28
カ
所
に
ま
ち
の
駅
を
実
験
的
に
開
設

９
日
●
長
岡
市
中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
を
再
設
置

15
日
●
総
務
大
臣
に
特
例
市
指
定
の
申
し
出

17
日
●
長
岡
市
防
災
会
議
が
長
岡
市
地
域
防
災
計
画
原
案
を
了
承

12
日
●
市
議
会
12
月
定
例
会
（
25
日
ま
で
。
予
定
）

27
日
●
河
井
継
之
助
記
念
館
が
開
館
（
予
定
）

12月 11月 10月 ９月 ８月 ７月

８月２・３日 長岡まつり大花火
大会で打ち上げられた復興祈願花
火「フェニックス」。

４４月月１１日日 長長岡岡市市フフェェニニッッククスス合合唱唱団団がが記記念念式式典典でで
新新市市歌歌「「笑笑顔顔いいききいいきき」」をを披披露露。。

５月10日 楽山苑ライトアップ（与板）。江戸
時代の豪商大坂屋三輪家の別荘は幻想的な雰
囲気に包まれました。

11月７日 仲子
町（栃尾）の被災
者用公営住宅で鍵
の引き渡し。21世
帯が入居しました。

10月30日 約２
年ぶりに地元で授
業を再開した山古
志小・中学校の子
どもたち。

７月14日 民間
７団体と災害時支
援協定を締結。災
害対応力を強化さ
せました。

７月22日 中越市民防災
安全大学が開校。11月に57
人が防災安全士として卒業
しました。

▲７月17日 寺泊サンドアー
ト。ユニークな砂像が並びま
した。

▼５月21日 良寛の里美術館（和
島）で春の茶会。新緑を望む優
美な茶席は大好評。

▲８月４日 世界の花火ショーで嘉瀬誠
次花火師が打ち上げた「最後の正三尺玉」。
大輪の花が夜空を彩りました。
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一
昨
年
の
７
・
13
水
害
で
猿
橋
川
と
刈
谷
田

川
の
決
壊
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
新
組

地
区
。
同
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
当
時
の
体
験

や
被
害
の
記
録
を
残
そ
う
と
昨
年
十
一
月
か
ら

編
集
し
て
い
た
『
７
・
13
水
害
誌
』
が
ま
も
な

く
完
成
し
ま
す
。

編
集
し
た
の
は
、
新
組
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
生
涯
学
習
部
会
の
委
員
十
二
人
で
、
同
地

区
連
合
町
内
会
の
協
力
で
制
作
。
地
区
一
帯
が

湖
と
化
し
た
様
子
な
ど
の
被
害
写
真
を
カ
ラ
ー

で
掲
載
。
自
衛
隊
に
よ
る
救
出
や
避
難
所
生
活

な
ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
、
町
内
会
長
な
ど

四
十
二
人
が
体
験
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

水
害
誌
は
今
月
下
旬
こ
ろ
、
地
区
の
全
六
百

世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
編
集
委
員
の
安
藤
一

彌
さ
ん
は
「
こ
の
地
区
は
昔
か
ら
水
と
戦
っ
て

き
ま
し
た
。
水
害
を
忘
れ
ず
に
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
元
の
民
謡
・
三
島
音

頭
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
み
し
ま
」

が
十
一
月
三
日
、
み
し
ま

産
業
ま
つ
り
で
初
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
の
制
作
は
ふ
る
さ
と
創

生
基
金
事
業
の
一
環
。
八

月
か
ら
曲
調
や
振
り
付
け

な
ど
に
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
当

日
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
男
女
三
十
人
が
出
演
し
ま
し

た
。
大
半
が
初
心
者
な
が
ら
、
粋
で
華
麗
な
踊
り
を
披
露
。
大

い
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

三 島

ア
レ
ン
ジ
も
振
り
付
け
も
地
元
有
志
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
さ
こ
い
初
披
露

▲笑顔で踊りを披露する出演メン
バー

毎
年
恒
例
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
十
八
日

・
二
十
九
日
、
和
島
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
や
切
り
絵
な
ど
住
民
が
制
作
し
た
作
品
が
会
場
に
ズ
ラ
リ
。

芸
能
発
表
や
来
場
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
小
学
生
が
考
案

し
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
地

域
の
サ
ー
ク
ル
が
企
画
し
た

陶
芸
、
大
正
琴
の
体
験
教
室

な
ど
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

皿
作
り
に
初
挑
戦
し
た
早

川
優
弥
く
ん
は
「
回
し
な
が

ら
形
を
作
る
の
が
難
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

和 島

作
品
展
や
体
験
教
室
が
満
載

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル▲陶芸体験コーナーでろくろ体験！

長

岡

あの水害を忘れない

住民がつづる7・13水害誌

寺
泊
地
域
と
友
好
親
善
交
流
を
し
て
い
る
群
馬
県
伊
勢
崎
市

で
十
一
月
十
二
日
、
絣

か
す
り

の
郷さ

と

交
流
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
寺
泊
と
伊
勢
崎
市
、
東
京
浅
草
の
ほ
か
、
同

市
近
隣
の
二
市
一
町
が
、
文
化
・
芸
能
の
発
表
や
特
産
品
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

寺
泊
か
ら
は
観
光
協
会

や
地
元
企
業
、
郷
土
芸
能

団
体
が
参
加
。
名
産
品
の

浜
焼
き
や
郷
土
芸
能
「
岩

戸
舞
」
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
寺
泊
の
食
と
文

化
に
大
変
満
足
し
た
様
子

で
し
た
。

寺 泊

伊
勢
崎
市
の
交
流
ま
つ
り
で

寺
泊
の
食
と
文
化
を
Ｐ
Ｒ

▲会場でお菓子を振りまく寺泊野積
の太夫舞

た ゆうまい

中
越
大
震
災
で
被
災
し
、
校
舎
の
一
部
が
取
り
壊
さ
れ
た
中

野
俣
小
学
校
で
十
月
二
十
四
日
、「
野の

点だ
て

公
園
・
歩
々
庵

ぽ
っ
ぽ
あ
ん

」
が
完

成
し
ま
し
た
。
同
園
は
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
と
し
て
、
学
区
内

の
有
志
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
が
協
力
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整

備
。
茶
室
の
木
材
は
地
震

で
倒
れ
た
木
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

最
後
の
作
業
の
芝
張
り

に
は
十
人
が
参
加
。
参
加

者
の
一
人
は
「
完
成
し
て

よ
か
っ
た
。
孫
か
ら
お
茶

を
点
て
て
も
ら
う
の
が
楽

し
み
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

栃 尾

地
区
住
民
手
づ
く
り
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

中
野
俣
小
に
野
だ
て
公
園

▲写真のレイアウトなどを確認する編集委員のみなさん。水害
誌は、被害写真や体験談などを掲載し、Ａ４判で約160ページに
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▲芝を張る地区のみなさん。奥に見
える屋根は茶室の歩々庵
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中
之
島
地
域
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
十
一
月
三
日
、
中
之
島

支
所
前
を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
四
回
目
と
な
る
伝

統
行
事
に
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
八
人
の
選
手
が
二

十
七
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
今
回

は
、
７
・
13
水
害
の
際
、
救
助
に
来
て
く
れ
た
航
空
自
衛
隊
新

潟
救
難
隊
も
特
別
参
加
し
、

沿
道
か
ら
は
選
手
に
ひ
と
き

わ
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

部
活
動
の
仲
間
と
参
加
し

た
中
学
三
年
生
の
本
間
美
帆

さ
ん
は
「
足
が
痛
く
て
き
つ

か
っ
た
け
れ
ど
完
走
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

中之島

秋
の
恒
例
行
事

駅
伝
大
会
で
百
人
が
力
走

▲秋空の下、中之島地域をめぐ
る駅伝スタート

越
路
地
域
の
女
性
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
こ

し
じ
巴

と
も
え

太
鼓
」
が
活
動
十
周
年
を
迎
え
、
十
一

月
十
二
日
、
越
路
体
育
館
で
記
念
演
奏
会
を
行

い
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
会
場
に
集
ま

っ
た
約
五
百
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
願
っ
て
創
ら
れ
た
曲
「
10
・
23
」
を
披
露
。

そ
の
後
も
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
迫
力
あ
る
音

と
床
に
伝
わ
る
振
動
に
、
聴
衆
は
太
鼓
の
世
界

へ
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
し
じ
巴
太
鼓
は
越
路
地
域
の
新
し
い
文
化

の
創
造
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
平
成
九

年
に
結
成
。
週
一
回
、
年
間
を
通
し
て
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。
会
長
の
五
十
嵐
ミ
チ
さ
ん
は

「
ば
ち
の
持
ち
方
も
知
ら
な
か
っ
た
私
た
ち
は
、

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
で
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
越
路
地
域
に
根
付
く
文
化
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
農
産
物
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
集
め
た
「
与
板
い
き

い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
十
一
月
五
日
、
与
板
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
地
場
産
の
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
や
も
ち
つ
き

な
ど
が
行
わ
れ
、
約
千
八
百
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
呼
び
物
は
特
産
の

大
豆
を
使
っ
た
新
コ
ー
ナ
ー

「
大
豆
で
重
さ
当
て
大
会
」。

角
材
や
野
菜
な
ど
の
重
さ
を

見
た
目
で
測
り
、
同
じ
重
さ

を
大
豆
で
量
り
出
し
ま
す
。

実
際
の
重
さ
と
は
十
キ
ロ
以

上
も
違
う
珍
回
答
が
続
出
。

会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

与 板

新
コ
ー
ナ
ー
に
珍
回
答
が
続
出
！

特
産
大
豆
で
重
さ
当
て

越

路

響け！越路の心意気

こしじ巴太鼓 十周年祝い打ち

小
松
倉
地
区
と
魚
沼
市
を
結
ぶ
、
日
本
一
の
手
堀
り
隧
道
「
中

山
隧
道
」
が
土
木
学
会
選
奨
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
十
一

月
十
二
日
に
現
地
で
認
定
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
山
隧
道
は
全
長
八
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
。
住
民
が
つ
る
は

し
を
手
に
昭
和
八
年
か
ら
約
十
七
年
か
け
て
掘
り
抜
き
開
通
さ

せ
た
も
の
で
す
。
中
は
、
つ
る
は
し
や
出
水
落
盤
の
跡
が
今
も

残
り
手
掘
り
工
事
の
苦
労
や
息
づ
か
い
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
実

際
に
隧
道
を
掘

っ
た
同
地
区
出

身
の
増
田
米
孝

さ
ん
は
「
苦
労

が
認
め
ら
れ
感

無
量
」
と
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

初
日
の
十
一
月
九
日
、

消
防
署
職
員
と
地
域
の

保
育
園
児
が
長
岡
消
防

署
小
国
出
張
所
前
で
防

火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
ひ
ま

わ
り
保
育
園
の
年
長
組

二
十
二
人
。
そ
ろ
い
の

防
火
法
被

は
っ
ぴ

姿
で
自
分
た
ち
が
塗
り
絵
を
し
た
袋
に
花
の
種
を
入

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
行
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。「
火
の
用
心
、

お
願
い
し
ま
す
」
と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
呼
び
か

け
に
、
市
民
は
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

山古志

日
本
一
の
手
堀
り
隧
道

ず
い
ど
う

地
域
の
偉
業
が
土
木
遺
産
に

小 国

保
育
園
児
が
笑
顔
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
願
い
し
ま
す
！
火
の
用
心

▲中越大震災を忘れまい。震災復興を願う創作曲「10・23」に
は、１・０・２・３の順で４つのリズムが取り入れられています

▲工事の様子を語る増
田さん（右）

▲大豆で微妙な重さ加減を調整
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▲子どもたちの笑顔で防火の効果
アップに期待
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●
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
薩さ

つ

摩ま

琵び

琶わ

の
世
界
～
修し

ゅ

羅ら

の

曲
を
中
心
に
」

「
千
曲
川
（
川
中

島
の
戦
）」「
屋
島
の
誉

（
那
須
の
与
一
）」「
耳

な
し
芳
一
」
の
３
曲
を

演
奏
予
定
。
重
厚
な
音
色
と
、
地

域
ゆ
か
り
の
物
語
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
暖
か
い
服
装
で
、
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
17
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
栃
尾
美
術
館

奏
者
＝
杉
浦
芳
子
さ
ん

定
員
＝

イ
ス
席
30
席
（
先
着
。
定
員
を
越

え
た
場
合
は
立
ち
見
）

参
加
料

＝
当
日
の
展
覧
会
「
新
長
岡
市
美

術
の
今
」
観
覧
券
（
３
０
０
円
）

が
必
要

す
べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

中
央
図
書
館

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
12
月
13
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
ラ
フ
ィ
ク
・

シ
ャ
ミ
作
「
片
手
い
っ
ぱ
い
の
星
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

●
映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
12
月
12
日

午

後
２
時
～
３
時
30
分
「
リ
ッ
チ
・

ア
ン
ド
・
ス
ト
レ
ン
ジ
」（

年
イ

ギ
リ
ス
）、
②
23
日

午
後
２
時
～

３
時
40
分
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
（
日
本
語
吹
替
版
）」（

年

ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂

定
員
＝
１
９
０
人
（
先

着
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ビ
ッ
コ
タ
イ
ム

ス
ペ
シ
ャ
ル

期
日
＝
12
月
21
日


時
間
＝
①

未
就
学
児
向
け
…
午
前
10
時
30
分

～
11
時
②
小
学
生
向
け
…
午
後
３

時
～
４
時

会
場
＝
中
央
図
書
館

①
お
は
な
し
の
へ
や
②
２
階
講
座

室
１

内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本

の
読
み
聞
か

せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、

工
作
な
ど

互
尊
文
庫

35
・
７
９
８
１

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
12
月
22
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
酒
井
順
子
著

「
負
け
犬
の
遠
吠
え
」

西
地
域
図
書
館

27
・
４
９
０
０

●
お
は
な
し
ぽ
ん
っ
！
ク
リ
ス
マ

ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
12
月
17
日

午
後
２
時
～

３
時

会
場
＝
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

内
容
＝
幼
児

の
親
子
を
対
象
に
絵
本
・
紙
芝
居

の
上
演
な
ど

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０

●
お
は
な
し

ピ
ッ
ピ


ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
12
月
16
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
絵
本
・
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
や
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
の
上
演

●
み
に
み
に
上
映
会

日
時
＝
12
月
17
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
ま
ん
が
日
本

昔
話
「
あ
と
か
く
し
の
雪
」「
羅
生

門
の
鬼
」「
大
歳
の
火
」

南
地
域
図
書
館

30
・
３
５
０
１

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
☆

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
で
楽
し
め
る
音
楽
＆
お
話

し
の
会
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

な
ん
だ
お
話
し
と
、「
新
潟
メ
モ
リ

ア
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
弦
楽
四
重
奏

団
」
に
よ
る
素
敵
な
演
奏
を
ど
う

ぞ
。

日
時
＝
12
月
16
日

午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
上
組
児

童
館
２
階
和
室

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
文
庫
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

南
地
域
図
書
館
で
は
、
朗
読
Ｃ

Ｄ
、
朗
読
テ
ー
プ
、
字
幕
付
き
ビ

デ
オ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

一
回
に
つ
き
３
タ
イ
ト
ル
ま
で
、

２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
に
お
い
で
に
な
れ
な
い

人
に
は
、
無
料
で
宅
配
サ
ー
ビ
ス

も
行
い
ま
す
。

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
・
詩
・
落
語

・
講
演
・
対
談
・
映
画
な
ど
、
幅

広
く
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
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栃
尾
美
術
館

53
・
６
３
０
０

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８

新年賀詞交換会
日時＝１月４日午前11時30分から 会場＝厚生会館

大ホール 会費＝600円 申12月15日までに会費を添

えて、市役所４階秘書課39・2200または各支所地域

振興課、長岡商工会議所１階受付32・4500へ

震災関連のお知らせ
●被災住宅解体廃棄物の運搬処理支援制度の

期限を再延長しました
震災で半壊以上の被害を受けた住宅を解体または

修繕するときに出る廃棄物の運搬処理費用を助成す

る制度について廃棄物の搬入期限を平成19年３月30

日まで再延長しました。

制度を利用する人は、３月16日までに被災住宅

解体（修繕）計画書などを提出してください。

対象＝長岡・越路・山古志・小国・栃尾の各地域
問環境施設課24・2838、越路支所市民生活課92

・5905、山古志支所市民生活課59・2332、小国

支所市民生活課95・5901、栃尾支所環境衛生課

53・2477

●被災住宅復興資金融資の対象となる工事の完

了期限などを延長しました
長岡市住宅建設等制度融資「被災住宅復興資金」

の取り扱い期限を次のとおり延長しました（融資の

限度額、年利率などの条件は変更ありません）。

申市内の取り扱い金融機関 問建築住宅課39・2265

変更前 変更後

工事完了後
または
売買契約締結後の
工事完了届け提出期限

平成19年
３月31日

平成19年
12月28日

融資申し込み期限
平成19年
３月31日

変更なし

▲ＣＤやカセットテープなど約1,200点が
あります。どうぞご利用ください

12

年
末
年
始
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日

・
29
日

、
１
月

３
日

・
４
日

は
臨
時
開
館
し

ま
す
。


合
併
１
周
年
記
念
展
示

新
・
長
岡
市
の
鳥
た
ち
―
天
然

記
念
物
の
鳥
類
―（
無
料
）

長
岡
市
は
合
併
で
、
国
指
定
の

天
然
記
念
物
・
鳥
類
５
種
が
生
息

す
る
鳥
類
学
的
に
重
要
な
地
域
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
５
種
の
鳥
類
（
マ
ガ
ン
、

オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
、
コ
ク
ガ
ン
、
イ

ヌ
ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
）
を
は
く

製
な
ど
の
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
23
日

か
ら
（
開
館

は
午
前
９
時
）

会
場
＝
科
学
博

物
館
展
示
室


３
日
間
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
無
料
）

雪
の
結
晶
の
形

を
し
た
氷
（
約
４

㎝
）
を
作
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
保
冷
容
器
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
づ
く
り
の

実
験
や
南
極
氷
の
観
察
も
行
い
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
23
日

～
25
日

の

午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
３
時
～

４
時
（
氷
の
配
布
は
各
回
先
着
30

人
ま
で
）

会
場
＝
科
学
博
物
館

自
然
展
示
室

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
12
月
19
日

生

花
（
正
月
用
）
②
23
日

そ
ば
打

ち

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②

午
前
９
時
か
ら

定
員
＝
各
20
人

（
先
着
）

会
場
＝
み
ん
な
の
体

験
館（
小
国
町
上
岩
田
）

参
加
料

＝
５
０
０
円
か
ら
（
養
楽
館
入
館

料
含
む
）

申
各
開
催
日
の
５
日

前
ま
で
に
電
話
で
（
水
曜
日
休
館
）
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科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

養
楽
館
（
小
国
地
域
）


95
・
３
１
６
１

協賛事業

①男女平等推進センターウィルながおか５周年記念
事業 「故郷からのおくりもの」高橋まゆみ創作
人形展

日時＝12月６日～１月８
日午前10時～午後
６時（入場は午後５
時30分まで。12月28
日・29日、１月
２日・３日は午
後５時閉場。毎週月
曜日と12月30日～
１月１日は休み）

会場＝中央図書館２階美術
センター（駐車場に限りがありますので公共交
通機関をご利用ください）

入場料＝一般600円、大学・高校生500円、中学生以下
無料

問実行委員会事務局（ウィルながおか内）39・2746

②長岡グランドホテルロビーコンサー
ト（無料）
チェロとピアノの生演奏を気軽にお楽しみください。

スパークリングワインを１杯無料サービスします。
日時＝12月25日午後６時～６時30分

③元旦ロビーコンサート＆もちつき（無料）
つきたてのあずきもち・きな粉もち・おろしもち、

たる酒を無料で振る舞います。
期日＝１月１日
時間＝琴の生演奏…午前11時30分～正午、もちつき…

正午～午後０時30分
◇ ◇

②③ともに 会場＝長岡グランドホテル１階ロビー
問長岡グランドホテル33・2111

国営越後丘陵公園
ホワイトシーズンがはじまります

緑豊かな越後丘陵公園が雪
遊びの国に変身！安心で快適
なゲレンデや雪遊び広場で、
家族そろってウインタースポ
ーツを楽しめます。
天候が悪い日でも屋内施設

で遊べます。
日時＝１月２日～２月28日午前９時30分～午後４時30分

※月曜休園（休日の場合は翌日、１月２日は営業）
料金＝入園料・駐車料・ロープリフト使用料無料
内容＝ソリゲレンデ（150ｍロープリフトあり）、スキーゲレ

ンデ（300ｍロープリフトあり）、スノーボードゲレン
デ、雪遊び広場、ふわふわ遊具（暖の館）など

※ロープリフトは積雪の十分にある土・日・祝日に運行しま
す。積雪状況はホームページまたは電話でお問い合わせく
ださい。

■ばらボランティア募集
ばらの栽培方法を学びながら、ばら園の管理育成をお手伝

いしていただける人を募集します。
募集人数＝30人（予定。多数の場合は抽選）
活動開始＝平成19年２月下旬から（予定）
申１月31日（消印有効）までに、はがきに郵便番号、住所、
氏名、電話番号、生年月日を記入の上、〒940－2082宮本東
方町1921越後公園管理センター・ばらボランティア係へ

◆12月１日～１月１日は、冬季園内整備のため休園しま
す。

問越後公園管理センター47・8001

▲広いゲレンデでそり遊び

まだまだあるよ！

市制100周年・
合併記念事業
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●
圏
民
ふ
れ
あ
い
事
業

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ


日
時
＝
２
月
３
日

午
後
６
時
30

分
～
９
時
30
分

会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象
と
定
員

（
抽
選
）
＝
男
性
…
長
岡
圏
域
内

在
住
の
25
歳
以
上
50
歳
未
満
の
独

身
50
人
、
女
性
…
20
歳
以
上
50
歳

未
満
の
独
身
50
人

事
前
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＝
男
性
…
１
月
25

日

、
女
性
：
26
日

（
い
ず
れ

も
午
後
７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
）

参
加
料
＝
男
性
５
、０
０
０
円
、
女

性
２
、０
０
０
円

申
12
月
11
日


～
１
月
12
日

に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
相
手
に
望
む
こ
と
、
自
己

Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
て
、
返
信
用
封
筒

（
定
型
封
筒
長
形
３
号
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
90

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を

同
封
の
上
、
〒
９
４
０
―
１
１
５

３
要
町
２
の
４
の
７
長
岡
市
役
所

要
町
分
室
２
階
長
岡
地
域
広
域
行

政
組
合
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.k
ou

ik

i.n
ag

aok
a.n

iig
ata.jp

/

か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す

●
長
岡
藩
ゆ
か
り
の

弓
張
り
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
初
公
開

長
岡
藩
ゆ
か
り
の
「
丸
に
三
ツ

柏
」「
五ご

間け
ん

梯ば
し

子ご

」
が
鮮
や
か
な
弓

市政だより 2006.12

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、

平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、

土
、
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～

午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は

無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
催
し
の
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）


切
り
絵
サ
ー
ク
ル
作
品
展

期
間
＝
12
月
14
日

～
18
日



自
然
木
の
味
わ
い
を
生
か
し

た
木
工
品
展

期
間
＝
12
月
20
日

～
25
日



学
究
の
徒

井
上
円
了
の

遺
墨

期
間
＝
12
月
27
日

～
１
月
14

日


会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ
ベ
ン
ト
広
場（
地
下
）ほ
か


ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

ふ
れ
あ
い
デ
ー


日
時
＝
12
月
10
日

午
前
11
時

～
午
後
２
時

会
場
＝
地
下
イ

ベ
ン
ト
広
場


Ｎ
Ｐ
Ｏ
虹
の
輪
交
流
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時
＝
12
月
12
日

午
前
10
時
～

午
後
２
時

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）


39
・
２
７
１
４


世
界
の
仲
間
と
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
も
ち
つ
き
、

交
流
会
（
軽
食
・
ゲ
ー
ム
・
発
表

会
・
各
国
の
お
菓
子
の
試
食
）
な

ど
を
通
し
て
市
民
と
外
国
籍
市
民

と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
時
＝
12
月
17
日

午
前
11
時
か

ら

会
場
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」、
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場

参
加
料
＝

交
流
会
の
み
要

１
０
０
円

申

12
月
16
日

ま

で
書
き
損
じ
は
が
き
で

国
際
協
力
し
ま
せ
ん
か

東
南
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
、
書
き
損
じ
た
は

が
き
な
ど
未
使
用
の
官
製
は
が
き

を
集
め
て
い
ま
す
。
３
月
に
、
活

動
の
報
告
会
を
開
催
予
定
で
す
。

収
集
期
間
＝
２
月
15
日

ま
で

収
集
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
＝
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」、

中
央
図
書
館
、

互
尊
文
庫
、
西

・
南
・
北
地
域

図
書
館


挽ひ

き
た
て
、
異
文
化
交
流
塾

「
遊
び
」
を
通
し
て
、
普
段
な

か
な
か
触
れ
る
機
会
の
な
い
日
本

の
伝
統
文
化
と
海
外
の
文
化
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
10
日

午
前
10
時
か

ら

会
場
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」

内
容
＝
日
本
の

お
年
寄
り
や
各
国
の
留
学
生
な
ど

に
よ
る
「
遊
び
」
を
通
し
た
文
化

紹
介

参
加
料
＝
無
料

申
長
岡

技
術
科
学
大
学
模
擬
国
連
代
表
・

斉
藤
さ
ん

０
８
０
・
５
５
６
４

・
７
５
０
４
、
Ｅ
メ
ー
ルn

agao

k
a.m

.u
.n
@
gm

ail.com

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６


39
・
２
７
４
７

●
県
高
校
文
化
連
盟
巡
回
展

「
高
校
生

テ
ィ
ー
ン
ズ

の
目ア

イ

・
愛ア

イ

・
私ア

イ

」

若
い
視
点
で
と
ら
え
た
、
地
域
、

仲
間
、
家
族
、
自
分
自
身
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
12
月
15
日

～
１
月
19
日



会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
前

フ
ロ
ア

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座

～
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
の
た

め
に
～
「
老
後
の
生
活
設
計
」

日
時
＝
12
月
14
日

午
後
１
時

30
分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
金

融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
田
中

陽
子
さ
ん

申
電
話
で

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５

申
し
込
み
の
記
載
が
な
い
も

の
は
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


ち
び
っ
こ
広
場

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ

て
踊
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合


37
・
６
０
６
７

郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

39
・
２
７
６
３
の
催
し

優秀賞「私の
宝物」大手高校
３年・丸山恵理
子さんの作品
「町内のみこし
祭りで撮りまし
た。私自身がこ
の写真に癒され
ています」

14

張
り
提
灯
を
初
公
開
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休
館
）

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５

０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未

満
の
人
で
す
。

●
楽
し
い
教
養
講
座
追
加
募
集

期
間
＝
１
月
～
３
月
（
計
９
回
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
（
料
理

は
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
７
、１
０
０
円
、
花

道
９
、５
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン
毛

筆
４
、１
０
０
円
（
い
ず
れ
も
ほ
か

に
利
用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
が

必
要
）

申

12
月
28
日

ま
で

（
先
着
）

市政だより 2006.12

日
時
＝
12
月
16
日

午
前
11
時

～
正
午

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

定
員

＝
50
組
（
先
着
）

対
象
＝
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
12
月

11
日

～
15
日



ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か

き
タ
イ
ム

保
育
士
と
リ
ズ
ム
体
操
や
手

遊
び
、
制
作
を
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日

、
１
月
10

日

午
前
11
時
か
ら
45
分
程
度


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ

い
わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
12
月
14
日

・
18
日


午
前
11
時
か
ら
１
時
間
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者

持
ち
物
＝
わ
い
わ

い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
（
初
め
て
の
人
は
当
日
お
渡

し
し
ま
す
）


子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

日
時
＝
12
月
21
日

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

内
容
＝
母

子
保
健
推
進
員
が
地
域
の
中
で

の
子
育
て
の
悩
み
を
聞
き
ま
す

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

ペン
毛筆

茶 道 花 道 料理 講
座

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
～
木
曜
の
４
コ
ー
ス

コ
ー
ス

小川流 宗が流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎茶 抹 茶

10人 各５人 各15人 各５人 定
員

市内28カ所で「まちの駅」ネットワーク実験中！
「まちの駅」は、誰でも気軽に立ち寄

ってひと休みしたり、観光やイベントな
ど地域の情報を手に入れることができる

場所です。まちの案内人が訪れた人をもてなしの心で
お迎え。人と人との出会いと交流をサポートします。
市民センターのほか、市内各地域の28カ所のお店や

施設が実験的に「まちの駅」の取り組みを始めました。
地域の文化や伝統、特産品など個性豊かな情報があ

り、誰でもトイレや休憩場所を利用できる「まちの駅」。

買い物や散策時の休憩に、気軽にお
立ち寄りください。
各駅の詳しい紹介は、市民センタ

ーホームページhttp://www.city.na
gaoka.niigata.jp/dpage/s-center/、
または市民センター、各支所にある
パンフレットをご覧ください。

こののぼりが目印です
（養楽館・小国地域）

地域 駅名 施設名 事業内容 住所

長岡

あぶらうりの駅
ｉ－ｍａｒｔ
ＳＳ 柏町

ガソリンスタンド
柏町１の２
の19

ラジオの駅 ＦＭながおか ＦＭ放送局
今朝白１の
８の18

越後長岡 酒と味の駅 ㈲佐田酒店 酒類・調味料販売
関東町１の
６

長岡駅前 越後の地酒
駅

㈲サトウ商店 酒類・たばこ販売
大手通１の
３の15

まちの駅 越後の米穀
商 高田屋

㈱高田屋商店 米販売
宮内２の８
の32

ＯＮＥ ＬＯＶＥ 音
楽の駅

たつまき堂
輸入雑貨・洋服と
レゲエの店

表町２の２
の18

まちの駅 おまつり広
場

トーア㈱
仏壇・墓石・神輿
製造販売

寺島町151
の３

まちの駅 情報てんこ
もり

長岡観光案内
所（長岡駅内）

観光案内
城内町２の
794の４

まちの駅 長岡大学 長岡大学 大学
御山町80の
８

まちの駅 セピア色の
まち摂田屋 星野本店

㈱星野本店 味噌醤油製造販売
摂田屋２の
10の30

まめまめの駅 吉田屋豆腐店 豆腐製造販売
川崎町2222
の２

中之島 酒と人 ふれあいの駅 いわみや
酒類・たばこ・食
品販売

中之島215
の１

越路

手作りの駅
㈲ドリーム岩
塚

漬物製造販売
飯塚2191の
９

朝日郷 酒と食と文化
の駅

ひねりもち総
本舗

米菓・清酒販売、
酒造道具展示

朝日584の
３

地域 駅名 施設名 事業内容 住所

三島

まちの駅 花みずき温泉
旬食・ゆ処・宿 喜芳

喜芳 温泉、休憩、食事 上岩井6964

みしま地酒の駅 ㈲すみよし屋酒店 酒類・たばこ販売 脇野町467

清水地蔵の次の駅 ㈲高野屋酒店 酒類・地元銘産品販売 吉崎75

小国

まちの駅 養楽館 おぐに森林公園（養楽館）
準天然トロン温泉、工芸体
験、特産販売

小国町上岩
田208

ぎんなんアイスクリー
ムの駅

㈲山岸モータース・小国
町特産品生産組合

自動車販売、修理、ぎんな
ん加工品製造販売

小国町新町
15

和島

まちの駅 扇屋 扇屋 手書き絵ローソク製造販売 島崎4903

おみそ屋の駅 ㈱早川商店 味噌製造販売 島崎4687

まちの駅 もてなし家
道の駅良寛の里わしま 地域
交流センター「もてなし家」

野菜・特産品販売、食堂、
ミニギャラリーなど

島崎5713の
２

寺泊 まちの駅 寺泊 寺泊観光協会 観光案内 寺泊大町

栃尾

まちの駅 栃尾観光協会 栃尾観光協会 観光案内
栃 尾 宮 沢
1764

日本茶の駅 広野茶店 日本茶販売
谷内１の１
の17

時
とき

の音
ね

駅 ㈲フジナミ時計店
メガネ・カメラ・宝飾・時
計の販売

谷内２の１
の27

とちお靴の駅 山甲靴・スポーツ店 靴・スポーツ用品販売
谷内２の４
の２

与板
まちの駅 与板刃物工芸
館

与板刃物工芸館 刃物展示販売、彫刻体験
与板町与板
乙1616の15

15



●
花
と
緑
の
教
室
「
冬
の
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン
の
楽
し
み
方
」

透
明
な
ガ
ラ
ス
の
容
器
に
植
物

を
植
え
付
け
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
に

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１
月
13
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム
２
階

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導

員

定
員
＝
25
人（
先
着
）

持
ち

物
＝
さ
い
ば
し
、
大
き
い
ス
プ
ー

ン
、
事
務
用
は
さ
み
、
筆
記
用
具

参
加
料
＝
３
、５
０
０
円（
材
料
費
）

申
12
月
13
日

～
１
月
４
日



み
そ
づ
く
り
体
験

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
１
月
９
日


～
11
日

、
Ｂ
１
月
16
日

～
18

日

、
Ｃ
１
月
26
日

～
28
日


時
間
＝
各
コ
ー
ス
と
も
１
・
３
日

目
…
午
前
９
時
～
正
午
、
２
日
目

…
午
前
ま
た
は
午
後
の
１
時
間
程

度

定
員
＝
大
豆
使
用
量
１
２
０

㎏
ま
で
抽
選
に
よ
り
人
数
を
決
定

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
３
、０
０
０
円
、

10
㎏
６
、０
０
０
円


年
越
し
そ
ば
を
食
べ
よ
う

日
時
＝
12
月
26
日

午
前
10
時
～

午
後
１
時

参
加
料
＝
３
０
０
円

定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

◇

◇

申


と
も
12
月
15
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
希
望
の
講
座
名
（


は
希
望
の
コ
ー
ス
名
・
大
豆
量
も
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０

―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ

る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ

●
長
岡
野
菜
親
子
料
理
教
室

「
う
ど
ん
を
作
っ
て
み
よ
う
」

親
子
で
う
ど
ん
を
打
ち
、
長
岡

野
菜
の
料
理
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
＝
12
月
17
日

午
前
10
時
～

午
後
1
時
こ
ろ

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

定
員
＝
50
人
（
先
着
、

小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き

参
加
料
＝
1
人
５
０
０
円

申
12

月
11
日

ま
で
に
長
岡
中
央
青
果

内
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会

46

・
７
３
１
７
へ

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。


プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

期
日
＝
12
月
17
日


内
容
と
時

間
＝
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ゴ
ン

の
冬
物
語
」
…
午
後
１
時
30
分
～

２
時
10
分
、
②
新
潟
県
奇
術
協
会

に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
…
午
後
２
時
20

分
～
３
時
10
分

参
加
料
＝
４
歳

以
上
中
学
生
以
下
70
円
、
高
校
生

１
２
０
円
、
大
人
１
５
０
円
（
当

日
に
）

定
員
＝
80
人
（
先
着
）

申
12
月
14
日

ま
で


ゆ
び
コ
ー
ド
編
み
で

小
物
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

日
時
＝
12
月
24
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
３

年
生
～
高
校
生
ま
た
は
そ
の
親
子

内
容
＝
マ
フ
ラ
ー
、
帽
子
、
ポ
シ

ェ
ッ
ト
づ
く
り
な
ど

参
加
料
＝

１
作
品
１
、５
０
０
円

持
ち
物
＝

昼
食
、
は
さ
み
、
と
じ
針
・
か
ぎ

針
（
あ
る
人
）

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

申
12
月
15
日

ま
で


新
春
子
ど
も
将
棋
大
会（
無
料
）

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
５
日

午
前
９
時
30

分
か
ら

部
門
＝
小
学
１
～
３
年

生
の
部
、
小
学
４
～
６
年
生
の
部

申
12
月
24
日

ま
で


初
心
者
囲
碁
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
１
月
７
日
～
２
月
25
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
計
８
回
）

対
象
＝
小
学
１

年
生
以
上

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
12
月
24
日

ま
で


プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
子
ど
も
冬
休

み
無
料
開
放
（
高
校
生
以
下
）

期
日
＝
12
月
26
日

～
１
月
５
日


（
休
館
日
を
除
く
）

投
映
時

間
＝
午
前
11
時
か
ら
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
３
時
20
分
か
ら

番

組
＝
ゴ
ン
の
冬
物
語
（
約
40
分
）

市政だより 2006.12

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０


39
・
２
２
７
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

農
政
課


39
・
２
２
２
３

各催しのチケットは、リリックホール、市立劇場と市

内各プレイガイドで取り扱っています。リリックホール

および市立劇場では、郵送による販売も行います。

①長岡リリックホール開館10周年記念事業

★ジュニア・リリック・コンサート2006

日時＝12月17日午後１時30分から 会場＝リリックホ

ール・コンサートホール 料金＝無料（要整理券）

★市民企画公募型事業 シンフォニック・アンサンブル

・リリックwith SAWA QUARTETコンサート

日時＝３月18日午後２時から 会場＝リリックホール

・コンサートホール 料金＝全席自由2,000円 指揮＝澤

和樹（澤クヮルテット） ピアノ＝蓼沼恵美子 出演＝

シンフォニック・アンサンブル・リリック（弦楽アンサ

ンブル講習会受講生）ほか 曲目＝シューマン／ピアノ

協奏曲イ短調作品54、モーツァルト交響曲第40番ト短調

K.550ほか チケット販売＝12月16日から 青少年招待

＝100人（抽選。対象は小学４年生～高校生。詳しくはお

問合せください。申し込みは１月16日まで）

②クリスマス３大アヴェ・マリア

日時＝12月20日午後７時から 会場＝リリックホール

・コンサートホール 料金＝全席指定3,000円 出演＝六

重奏団（ボリショイ歌劇場管弦楽団）、イリーナ・ウダロ

ワ（ソプラノ）

③バレンタインコンサートBless
ブ レ ス

Ｂ
ビー

Quintet
クインテット

～愛のうた～

平日の昼下がりにヨーロッパや日本で昔から親しまれ

ている愛のうたをお届けします。

日時＝２月２日午後２時から 会場＝リリックホール

・コンサートホール 料金＝1,000円 出演＝ブレス・ビ

ー・クインテット（声楽アンサンブル） チケット発売

＝12月9日から

④演劇「カラフト伯父さん」

日時＝２月17日午後６時から 会

場＝市立劇場 料金＝全席指定3,000

円 作・演出＝鄭義信

長岡市芸術文化振興財団ガイド29・7715

カラフト伯父さん出演者（写真左
から岡田義徳、ベンガル、冨樫真）

エコトピア寿 プール施設工事のお知らせ
12月8日～15日は工事のため、プール施設が使

用できません（入浴施設などは通常どおり営業しま

す）。

問エコトピア寿24・9322
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親子・幼年
体育教室

申12月21日（必着）までに往復
はがきに希望の体育館名、教室
名、曜日、参加者名（フリガナ）、
郵便番号、住所、電話番号、生
年月日、返信宛名を記入し、〒

940－0041学校町１の２の１市民
体育館内長岡市体育協会34
・2130へ（ハガキ１枚につき１
組。多数の場合は抽選し結果を
12月22日ころ発送します）。

スポーツ教室
申長岡市体育協会34・2130
初回に持参するもの＝参加料4,000円、運動のできる服装、内履きの運動靴、タ

オル、顔写真１枚（縦４㎝×横３㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります ※いつでも見学できます

体育館名 市民体育館

教 室 名

親子体育教室 幼年体育教室

めばえ ひよこ つばさ

火曜日コース 火曜日コース 木曜日コース 金曜日コース 水曜日コース 木曜日コース

対 象

平成15年4月2
日～平成16年4
月1日に生まれ
た子どもとその
保護者

平成12年4月2日～平成15年4月1日に生まれた
子どもとその保護者

小学1～3年生

募集定員 15組 10組 15組 10組 15人 20人

期 間
１月16日～3月
の毎週火曜日

１月16日～3月
の毎週火曜日

１月18日～3月
の毎週木曜日

１月19日～3月
の毎週金曜日

１月10日～3月
の毎週水曜日

１月18日～3月
の毎週木曜日

時 間 13:30～14:30 16:00～17:00 16:00～17:00

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に
応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動、リズム体操な
ど

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

参 加 料 5,000円（体育館使用料込み） 4,000円（体育館使用料込み）

体育館名 北部体育館 南部体育館 みしま体育館

教 室 名

親子体育教室 親子体育教室 親子体育教室 幼年体育教室

めばえ ひよこ
めばえ ひよこ

めばえ ひよこ つばさ
火曜日コース 木曜日コース 水曜日コース

対 象

平成15年4月2
日～平成16年4
月１日に生まれ
た子どもとその
保護者

平成12年4月2
日～平成15年4
月１日に生まれ
た子どもとその
保護者

平成15年4月2日～平成16年4月
１日に生まれた子どもとその保護
者

平成12年4月2
日～平成15年4
月１日に生まれ
た子どもとその
保護者

平成15年4月2
日～平成16年4
月１日に生まれ
た子どもとその
保護者

平成12年4月2
日～平成15年4
月１日に生まれ
た子どもとその
保護者

小学1～3年生

募集定員 5組 6組 11組 5組 15組 12組 8組 11人

期 間
１月18日～3月
の毎週木曜日

１月19日～3月
の毎週金曜日

１月16日～3月
の毎週火曜日

１月18日～3月
の毎週木曜日

１月10日～3月
の毎週水曜日

１月10日～3月
の毎週水曜日

１月18日～3月
の毎週木曜日

１月19日～3月の毎週金
曜日

時 間 10:30～11:30 16:00～17:00 10:30～11:30 16:00～17:00 10:30～11:30 16:30～17:30 16:30～17:30

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動、リ
ズム体操など

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

参 加 料 5,000円（体育館使用料込み）
4,000円（体育館使用料込
み）

体育館名 厚生会館 市民体育館

クラブ名 若返りクラブ 婦人クラブ 市民クラブ マスターズ レディース

対 象
おおむね55歳以上の
男女

女性 一般男女
月曜日コース 木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

おおむね55歳以上の男女 女性

募集定員
（ 先 着 ）

10人 20人 30人 35人 40人 25人 20人

期 間
１月10日～3月の毎
週水曜日

１月11日～3月の毎週木曜日
１月9日・16日、
１月22日～3月の毎
週月曜日

１月11日～3月の毎
週木曜日

１月9日～3月の毎週
火曜日

１月12日～3月の毎
週金曜日

時 間 13:30～15:15 10:00～12:00 18:30～20:30 13:30～15:00 10:00～11:30

内 容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

申し込み 12月18日午前9時から電話で 12月19日午前9時から電話で

会 場 南部体育館 みしま体育館 北部体育館

教 室 名 婦人スポーツクラブ マスターズスポーツクラブ マスターズスポーツクラブ 婦人コース マスターズコース 一般コース

対 象 女性
おおむね55歳以上の
男女

おおむね55歳以上の男女 女性
おおむね55歳以上の
男女

一般

募集定員
（ 先 着 ）

25人 10人 25人 25人 30人 30人

期 間
１月15日～3月の毎週
月曜日

１月10日～3月の毎週
水曜日

１月9日～3月の毎週火曜日
（１月9日は三島体育センターで）

１月10日～3月の毎週水曜日

時 間 10:00～11:30 13:30～15:00 10:00～11:30 10:00～12:00 13:30～15:00 19:00～21:00

内 容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、ラケットテニスなど）

申し込み 12月20日午前9時から電話で 12月22日午前9時から電話で 12月21日午前9時から電話で

※厚生会館には駐車場がありません
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●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
の
軽
体

操
な
ど
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師

な
ど
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
12
月
13
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
３
人
（
先
着
）

申

２
日
前
ま
で
に
電
話
で


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

食
事
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日

、
１
月
24
日


午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
各
４

人
（
先
着
）

申
２
日
前
ま
で
に

健
康
課
へ


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
娠
や
出
産
、
育
児
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
相
談
を
し
た
り
す
る
場

で
す
。

日
時
＝
１
月
16
日

午
後
1
時
45

分
～
3
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助

産
師
・
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

対
象
＝
妊
婦
と
配
偶
者

定
員
＝

35
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、

ビ
ニ

ー

ル

袋

申
12
月

18
日

か
ら

●

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
事
業

参
加
者
募
集

申
し
込
み
先
は
す
べ
て

長
岡

市
国
際
交
流
協
会

39
・
２
７
１

４
、

39
・
２
７
１
５
で
す
。

★
国
際
姉
妹
都
市
協
会
主
催

青
少
年
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

出
品
作
品
募
集

応
募
作
品
を
１
月
24
日

～
２

月
７
日

に
市
民
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
ま
す
。
う
ち
５
点
を
市
の
代

表
と
し
て
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
へ

出
品
し
ま
す
（
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

出
品
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）。

応
募
資
格
＝
13
～
18
歳
の
生
徒

テ
ー
マ
＝D

o
w
e
live

in
an

op
en

an
d

accessib
le

w
orld

for

all?

～
世
界
は
扉
を
開
け
て
み
ん
な

を
待
っ
て
い
る
～

規
格
＝
60
～

75
㎝
以
内
の
平
面
作
品
（
水
彩
、

油
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
ペ
ン
、
イ
ン

ク
、
炭
、
写
真
ま
た
は
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
ど
）

申

12
月
18
日

～
１
月
19
日


★
カ
ウ
タ
ウ
ン
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ

ー
ト
ワ
ー
ス
市
で
毎
年
開
催
さ
れ

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

期
間
（
予
定
）
＝
２
月
22
日

～

27
日

（
大
会
は
24
日

）

種

目
＝
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
18
歳
以
上
）、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
14
歳
以
上
）、

10
キ
ロ
、
５
キ
ロ

宿
泊
＝
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
ま
た
は
ホ
テ
ル

参
加

料
＝
15
万
円
程
度
（
国
内
移
動
費
、

航
空
運
賃
、
大
会
参
加
料
含
む
。

ホ
テ
ル
希
望
者
は
ほ
か
に
要
宿
泊

費
）

申
12
月
11
日

～
１
月
12

日


★
青
少
年
海
外
体
験
ド
イ
ツ
訪
問

参
加
者
募
集

姉
妹
都
市
ト
リ
ア
ー
市
や
南
ド

イ
ツ
を
訪
問
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
生
と
引
率
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
24
日

～
４
月
２
日

（
10
日
間
）

訪
問
先
＝
ト
リ
ア

ー
市
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
ケ
ン
プ
テ

ン
市（
予
定
）

内
容
＝
農
家
民
宿

で
の
農
場
体
験
、
学
校
訪
問
、
古

城
見
学
な
ど

対
象
と
定
員
＝
参

加
生
：
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在

で
中
学
生
以
上
（
４
回
実
施
す
る

事
前
研
修
会
に
出
席
で
き
る
人
）20

人（
先
着
）、
引
率
者
…
25
歳
以
上

の
人
１
人（
面
接
で
選
考
）

参
加

料
＝
参
加
生
…
30
万
円（
予
定
）引

率
者
…
無
料

申
参
加
生
は
12
月

11
日

～
１
月
10
日

、
引
率
者

は
12
月
11
日

～
28
日

に
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー「
地
球
広
場
」に

あ
る
申
込
書
で

市政だより 2006.12

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

一人ひとりがサポーター

トッキッキ募金箱を設置しました

みなさんからの募金は「2009年トキめき新潟

国体」・「トキめき新潟大会（第９回全国障害者

スポーツ大会）」のボランティア活動などの経費

に充てられます。ご協力をお願いします。

設置期間＝平成21年10月31日まで

問国体推進室32・6109

長岡市体育協会（市民体育館内）34・

2130と加盟団体の催し

●ダブルス卓球大会

日時＝１月21日午前９時から 会場＝南部体

育館 種目＝各男女別①一般・高校生の部②中

学生の部 参加料＝一般1,000円、高校生700円、

中学生500円（当日に） 申１月９日までに、

中学生の部は東中学校Ｅメールj01bukatsu＠

kome100.ne.jpへ。そのほかの部は各体育館にあ

る所定の用紙で長岡市体育協会34・2808へ

●市民テニス教室

日時＝１月16日～30日の毎週火・金曜日午後７

時～９時（計５回） 会場＝みしま体育館 定

員＝25人（抽選） 参加料＝4,000円（初回

に） 申12月20日までに往復はがきに住所、

氏名、電話番号、経験年数、返信あて名を記入

して〒940―0097山田１の４の14棚橋義孝さんへ

●室内シングルステニス大会

期日＝１月21日 会場＝みしま体育館 種目

と定員＝一般男子20人、一般女子10人、45歳以

上男子８人（申し込み数により変更あり） 参

加資格＝市内に在住または通勤・通学している

人および長岡市テニス協会加盟員 参加料（当

日に）＝１人3,500円（協会員2,000円）、高校生

以下1,500円 申12月24日までに希望が丘テニ

ス場にある所定の用紙で長岡市テニス協会・石

原さん29・1489へ

市役所本庁１階
市民の声なんでも
窓口、各支所、各
市体育施設などに
設置しています。

282,872人
（＋86）

138,347人
（＋70）

144,525人
（＋16）

96,344世帯
（＋47）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.11.1（前月比）

18

●

長
岡
市
米
百
俵
財
団

奨
学
生
募
集

昨
年
に
引
き
続
き
、
被
災
者
特

別
枠
を
設
け
ま
す
。

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
人
①
健
康
か
つ

学
力
優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
人
②
平
成
18
年
３

月
末
日
以
前
か
ら
、
引
き
続
き
市

内
に
住
む
世
帯
の
子
弟
で
あ
る
人

③
平
成
19
年
４
月
に
大
学
（
短
大
、

夜
間
部
、
通
信
教
育
部
、
大
学
院

は
除
く
）
へ
入
学
す
る
人
④
他
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

募

集
人
数
＝
40
人
程
度
（
一
次
、
二

次
募
集
合
わ
せ
て
。
被
災
者
特
別

枠
を
含
む
）

申
一
次
募
集
は
12

月
１
日

～
１
月
19
日

、
二
次

募
集
は
３
月
１
日

～
16
日

に

在
学
・
出
身
高
校
ま
た
は
高
専
へ

申
込
書
を
提
出
（
申
込
書
は
学
校

に
あ
り
ま
す
。
７
・
13
水
害
ま
た

は
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
人
は
、

り
災
証
明
書
な
ど
被
災
状
況
の
わ

か
る
書
類
を
添
付
）

採
用
の
決

定
時
期
＝
一
次
募
集
…
３
月
上
旬
、

二
次
募
集
…
４
月
下
旬

貸
付
額

（
月
額
）
＝
自
宅
通
学
３
０
、０
０

０
円
、
自
宅
外
通
学
４
０
、０
０
０

円

利
息
＝
無
利
子

貸
付
期
間

＝
平
成
19
年
４
月
か
ら
在
学
す
る

大
学
の
最
短
修
学
年
限
の
卒
業
期

ま
で

返
還
方
法
＝
貸
付
期
間
終

了
後
１
年
据
え
置
き
。
そ
の
後
10

年
以
内
に
年
賦
か
半
年
賦
で
返
還

問
庶
務
課
内

長
岡
市
米
百
俵
財

団
事
務
局

39
・
２
２
０
３

●
建
設
工
事
、
物
品
の
納
入
な
ど

の
入
札
参
加
申
請
を
受
け
付
け

ま
す

市
が
実
施
す
る
競
争
入
札
お
よ

び
随
意
契
約
に
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区
分
＝
①
建
設
工
事
②
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
③
物
品

の
販
売
・
賃
貸
・
売
却
・
製
造
（
印

刷
）

登
録
年
度
＝
平
成
19
・
20

年
度

申
請
方
法
＝
12
月
11
日


～
２
月
９
日

に
市
指
定
様
式
申

請
書
を
市
役
所
本
庁
４
階
契
約
検

査
課

39
・
２
２
１
０
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
（
受
付
時
間
は
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

tp
://w

w
w
.city.nagaoka.niiga

ta.jp

内
の
総
合
メ
ニ
ュ
ー
「
産
業
」

か
ら
「
入
札
・
契
約
―
入
札
参
加

申
請
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い●
小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
保
護
者
に
、
入
学
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学

校
に
入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
に

は
、
小
学
校
を
通
じ
て
入
学
通
知

書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
24
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
校
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
学
務
課

39
・
２
２
３
９

市政だより 2006.12

長岡市総合計画の
基本計画の素案にご意見を

策定委員会などの検討を踏
まえて「長岡市総合計画」の
基本計画の素案をまとめまし
た。
みなさんのご意見をお寄せ

ください。

閲覧場所＝市役所１階市民情報ラウンジ、
市民センター、中央図書館、企画課（大
手通西分室）、各支所地域振興課、市ホ
ームページhttp://www.city.nagaoka.
niigata.jp

募集期間＝12月15日～１月５日に郵送、
ファクスまたはＥメールで〒940―0062
大手通２の４の９長岡市企画課39・
2289、Ｅメールinfo＠city.nagaoka.lg.
jpへ（住所、氏名を明記。様式・書式は
自由）

問企画課39・2204

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
18
年
１
月
～
12
月
に
納
め

た
保
険
料
の
合
計
で
、
過
去
の

未
払
保
険
料
の
支
払
分
も
含
み

ま
す
。

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
天
引
き
）
の
保
険
料
は
、

徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申
告
の
場

合
に
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
家
族

の
保
険
料
や
免
除
期
間
な
ど
の

追
納
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保

険
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
料
を
口
座
振
替
し
て
い
る
人

に
は
、
振
替
分
に
つ
い
て
１
月

に
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
申

告
の
際
に
添
付
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

★
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

通
帳
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
…
国
保
医
療

課

39
・
２
２
２
０
、
介
護
保

険
…
介
護
保
険
課

39
・
２
２

４
５

②
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の
申

告
か
ら
、
証
明
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
（
国
民
健

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
不
要
）。

す
で
に
11
月
中
に
社
会
保
険

庁
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
（
10
月

以
降
に
本
年
初
め
て
納
付
す
る

人
に
は
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ

ま
す
）。

申
告
の
と
き
に
は
、
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
社
会
保
険
庁
専
用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

０
５
７
０
・
０
０
・

９
９
１
１
（
Ｉ
Ｐ
電
話
は

０

４
５
・
３
２
６
・
１
８
４
０
）、

長
岡
社
会
保
険
事
務
所

36
・

５
１
２
９

国
保
・
介
護
・
国
民
年
金
の
保
険
料
支
払
額
は

税
金
の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国籍市民向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午後６時15分から（再放送：翌日火曜日①
午前７時15分②午前９時15分③午前11時15分④午後０時15分、
翌週日曜日⑤午前11時45分⑥午後９時15分
※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組
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①償却資産の申告をお忘れなく！
償却資産とは、土地・家屋以外の事業のために用い

ることができる構築物、機械・装置および工具・器具
・備品などの有形資産をいいます。
固定資産税の課税対象である償却資産の所有者は、

資産が所在する市町村に対して、毎年１月１日現在の
所有状況を１月31日までに申告することになっていま
す。
★事業例と主な償却資産
【事務所、金融機関】
応接セット、パソコン、複写機、ロッカ
ー、キャビネット、金庫、エアコンなど

【一般小売店、スーパーマーケット】
陳列ケース、陳列棚、レジスター、看板、
エアコン、簡易間仕切り、自動販売機な
ど

【縫製、印刷、生産工場】
モーター、プレス機、ボイラー、ミシン、
コンベアー、旋盤、印刷・製本機など

【貸ビル、アパート、貸駐車場】
受電設備、駐車場舗装、消雪設備、門、
塀、エアコン、広告設備、緑化施設など

【飲食業】
ちゅう房設備、ちゅう房用品、エアコン、
カラオケ、看板、ネオンサインなど

【病院、医院、歯科医院】
ベッド、診療台、エアコン、テレビ、パ
ソコン、看板、Ｘ線撮影装置など

【農林漁業】
乾燥機、もみすり機、歩行用田植機、チェー
ンソー、船舶、いけす、ポンプなど

②家屋を取り壊したら連絡を
家屋の全部または一部を取り壊した人は、ご連絡く

ださい。特に、建て替えを伴わない取り壊しの場合は
ご協力をお願いします。

③代替家屋や償却資産に対する固定資産税と都市計
画税が減額になります
震災で損壊した家屋や償却資産の代わりに、平成21

年３月31日までに取得した家屋や償却資産は、取得し
た翌年度から４年間、固定資産税と都市計画税が減額
されます（申告が必要です）。

④耐震改修をした住宅の固定資産税を減額します
昭和57年１月１日以前から所在する住宅で、現行の

耐震基準に適合する耐震改修（１戸当たり工事費30万
円以上）をした場合、最長３年間、固定資産税が減額
されます（申告が必要です）。

⑤冷凍倉庫について
冷凍倉庫（Ｆ級に限る）として利用されている家屋

を所有している人は、固定資産評価額が変動する場合
がありますのでお知らせください。

問資産税課39・2213▽中之島支所税務課61・2013
▽越路支所税務課92・5907▽三島支所市民生活課
42・2221▽山古志支所市民生活課59・2332▽小
国支所市民生活課95・5902▽和島支所市民生活課
74・3111▽寺泊支所税務課75・3112▽栃尾支所
税務課52・5837▽与板支所市民生活課72・3100

【犬の飼い主のみなさんへ】

毎年春先になると「犬のふんが道路

に散乱し不快な思いをしている」とい

う苦情が多く寄せられます。

雪の季節も、犬を散歩させるときは、

ふん・尿で道路や壁などを汚して迷惑

をかけないよう、ビニール袋などを持

参し、責任を持って後始末をしてくだ

さい。

【猫の飼い主のみなさんへ】

最近、猫による庭への侵入やふん害の苦情が寄せら

れています。猫は室内で飼いましょう。また、飼い主

の責任を明らかにするため首輪などの目印をつけまし

ょう。

のら猫にエサを与えることは無責任

に飼っているのと同じです。飼うので

あれば責任を持って、他人に迷惑をか

けないようにしましょう。

マナーを守らない場合、３万円以下の過料が科

されることがあります。

猫の飼い主のマナーについてのパンフレットを

環境業務課、各支所、市役所１階市民情報ラウン

ジ、市民センターに用意しました。ご利用くださ

い。

問環境業務課24・2837

固定資産税の申告などについてのお知らせ

動物を飼うときは、周囲の人に迷惑をかけ
ないようマナーを守りましょう。一度飼っ
たペットは絶対捨てないようにしましょう。

飼い主としてのマナーを守りましょう
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●
「
長
岡
ま
ち
め
ぐ
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
に
２
次
合
併
地
域
の
情

報
を
追
加
し
ま
し
た

市
内
の
観
光
施
設
や
四
季
の
風

景
な
ど
を
画
像
（
動
画
を
含
む
）

で
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
長

岡
ま
ち
め
ぐ
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
、
１
月
に
合
併
し
た
地
域
（
和

島
・
寺
泊
・
栃
尾
・
与
板
の
各
地

域
）
の
ま
つ
り
や
観
光
情
報
を
追

加
し
ま
し
た
。

長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
の
復

興
祈
願
花
火
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
動

画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

長
岡
ま
ち
め
ぐ
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

h
ttp

://e-m
achi.city.nagaok

a.niigata.jp

問
情
報
政
策
課

39
・
２
２
０
５

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
調
査
結
果
は
各
種
行
政
施

策
な
ど
の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。
12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬

に
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
・
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
庶
務
課
統
計
係

39
・
２
２
４

８●
12
月
11
日

～
20
日

は

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
飲
酒
運
転

し
な
い
さ
せ
な

い

街
づ
く
り
」

年
末
は
、
人
や
車
の
動
き
が
あ

わ
た
だ
し
く
な
り
、
交
通
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
危
険
性
と
責
任
の

重
さ
を
認
識
し
て
「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
す
す
め
な

い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

二
日
酔
い
も
飲
酒
運
転
で
す
。

翌
朝
の
通
勤
な
ど
に
は
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る

い
色
の
服
装
や
夜
光
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
て
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課

39
・
２
２
０
６
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課

●
「
２
０
０
６
な
が
お
か
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
」
に
４
、２
２
７
人

が
参
加
し
ま
し
た

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
の
環
境
対
策
の
た
め

10
月
13
日

、「
２
０
０
６
な
が
お

か
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
年
は
対
象
地
域
を
合
併
し
た

地
域
に
も
拡
大
し
、
昨
年
よ
り
１
、

０
７
２
人
多
い
、
過
去
最
多
の
４
、

２
２
７
人
（
34
％
増
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
と
し
て
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
量
は
お
よ
そ
８
・
５
ト

ン
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

お
お
む
ね
３
０
０
世
帯
が
１
日
に

排
出
す
る
量
に
相
当
し
、
約
94
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
悠
久
山
公
園
の
約
３

倍
の
面
積
）
の
ブ
ナ
林
が
１
日
に

吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
が
削

減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
も
、
さ
ら
に
多
く
の
み

な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問
交
通
政
策
課

39
・
２
２
６
７
、


環
境
政
策
課

24
・
０
５
２
８
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女性の登用状況
―長岡市の女性の委員比率は23.7％―

男女が対等に、かつ、大切なパートナーとして自立し
て暮らせる「男女共同参画社会」づくりを進めるために
は、あらゆる分野に男女がともに参画していくことが重
要です。
長岡市では、審議会などに参画する女性の割合が平成

22年度までのできるだけ早い時期に30％に達することを
目標に、女性の登用を推進してきました。平成18年４月
１日現在、市町村合併などにより新長岡市の女性の委員
比率は23.7％となりました。
今後も、委員公募枠の拡充など、さらに男女共同参画

によるまちづくりを進めます。

審議会・委員会等の状況（過去５年間、数値は各年４月
１日現在）

議会・行政委員会等の状況（平成18年４月１日現在）

問企画課女性政策班39・2746

▲新長岡市の魅力が満載です

▲ノーマイカーデーに
駅からバスで通勤

年度
審議会・
委員会数

女性委員を
含む会数

女性委員を
含む会の比率

委員数
（人）

女性委員
数（人）

女性委員
の比率

平成14年 42 38 90.5％ 671 193 28.8％

平成15年 43 38 88.4％ 683 183 26.8％

平成16年 44 39 88.6％ 679 188 27.7％

平成17年 49 43 87.8％ 809 197 24.4％

平成18年 64 56 87.5％ 1,169 277 23.7％

委員数（人）
女性委員数
（人）

女性委員の
比率

市議会議員※ 47 2 4.3％

教育委員 5 2 40.0％

選挙管理委員 4 0 0.0％

公平委員 3 0 0.0％

監査委員 4 0 0.0％

農業委員※ 65 0 0.0％

固定資産評価審査委員 3 1 33.3％

※は選挙によるもの（農業委員は65人中55人が選挙によるもの）































長岡市は新潟県男女共同参画推進企業（ハ
ッピー・パートナー企業）に登録しました

男性も女性も、仕事と家庭・そのほかの
活動の両立ができるよう環境を整え、女性
職員の育成、活用など職場での男女共同参
画の推進に積極的に取り組んでいきます。































ひとりで悩まないで！子どもサポートコール
39・2216（相談時間：土・日・祝日を含む毎日午前９時～午前０時）

いじめや不登校、虐待などで悩んでいませんか。12月28日までの毎日、相談時間を午前０時まで延長

しています。土・日・祝日も受け付けています。ひとりで悩まないで、相談してみませんか。

問学校教育課39・2249
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●
安
全
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り

扱
い
と
灯
油
の
漏
え
い
防
止
の

ポ
イ
ン
ト

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

②
外
出
や
就
寝
の
際
は
必
ず
火
を

消
す
。

③
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
。

④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
キ
ャ

ッ
プ
を
確
実
に
閉
め
る
。

⑤
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
ポ
リ

容
器
や
ス
ト
ー
ブ
の
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
タ
ン
ク
に
移
し
替
え
る
と

き
は
、
防
油
堤
な
ど
油
流
出
防

止
の
た
め
の
措
置
を
し
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業


自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う
活
動

に
必
要
な
施
設
や
設
備
の
整
備
に

対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
山
古

志
地
域
闘
牛
太
鼓
保
存
会
、
小
国

地
域
千
谷
沢
集
落
・
法
坂
集
落
、

与
板
地
域
本
与
板
町
内
会
が
お
祭

り
用
品
を
整
備
。
９
月
10
日
に
長

岡
地
域
の
悠
久
太
鼓
普
及
後
援
会

が
「
越
後
長
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市政だより 2006.12

市議会を傍聴しませんか

市議会の本会議や委員会は公開されていま

す。みなさんお気軽においでください。

市議会12月定例会の日程

時間＝本会議…午後１時から

常任委員会…午前10時から

議会運営委員会…午前11時30分から

定員＝本会議…65人（車いす利用２人分含む）、

委員会…７人

問議会事務局39・2244

議員の年賀状は禁止されています

市議会議員は、公職選挙法によって、選挙

区内にある人に対して答礼のための自筆によ

るものを除き、年賀状を出すことやお歳暮な

どを贈ることが禁止されています。ご理解を

お願いいたします。

長
岡
市
教
育
委
員
会
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
式
は
、
11
月
11
日
に
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
第
29
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季

水
泳
競
技
大
会
飛
び
込
み
の
部

に
出
場
し
優
勝
さ
れ
た
功
績

長
谷
川

英

治

▼
多
年
自
主
的
に
長
岡
療
育
園

と
の
交
流
を
続
け
ら
れ
た
模
範

的
行
為

長
岡
市
立
西
中
学
校

西
友
会

福
祉
委
員
会

▼
長
岡
市
立
西
地
域
図
書
館
で

読
み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
ら
れ

た
功
績

ラ
イ
オ
ン
キ
ッ
ズ

▼
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
お
よ

び
長
岡
市
立
互
尊
文
庫
で
読
み
聞

か
せ
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

紙
芝
居

の
っ
ぺ
座

▼
長
岡
市
立
南
地
域
図
書
館
で
読

み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功

績
金

子

桂

子

▼
多
年
長
岡
市
立
川
崎
東
小
学
校

後
援
会
副
会
長
と
し
て
学
校
教
育

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

林

俊

雄

▼
多
年
長
岡
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
と
し
て
芸
術
お
よ
び
文
化

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

吉

澤

俊

夫

土

田

隆

夫

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績諸

里

光

典

今

井

裕

策

渡

邊

史

子

西

脇

美
智
子

▼
多
年
飛
び
込
み
競
技
の
指
導

者
と
し
て
競
技
の
普
及
と
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

塚

田

貴

則

▼
多
年
水
泳
競
技
の
指
導
者
と

し
て
競
技
の
普
及
と
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

河

内

千

明

▼
長
岡
市
立
科
学
博
物
館
に
多

数
の
貴
重
な
書
籍
を
寄
附
さ
れ

た
功
績

岩

野

俊

彦

期 日 会 議 名 会 場

12月12日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（招集日）

議 場13日
～

15日
本会議（予備日）

18日 建 設 委 員 会

第一委員会室
19日 文教福祉委員会

20日 産業市民委員会

21日 総 務 委 員 会

25日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（最終日） 議 場

①①

②②

⑤⑤

③③

④④

①山古志地域闘牛太鼓
保存会の太鼓②小国地域
千谷沢集落の祭り用屋台
③与板地域本与板町内会
の祭り用品④長岡地域悠
久太鼓普及後援会開催の
「越後長岡太鼓フェステ
ィバル」の様子⑤小国地
域法坂集落の祭り用屋台

資料保存の相談を受け付けています
家の建て替えや代替わりで保管が困難になった古文書や

戦前の雑誌・新聞・写真等の取り扱い、保存方法に関する
相談を受け付けています（資料の一時保管も可能です）。

問文書資料室36・7832
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～市民みんなが防災要員～
「市民防災のしおり」「自主防災会結成と

活動の手引き」ができました

市民防災のしおり
12月号の市政だよりと一緒に

全世帯に配布しました。風水害
や土砂災害、地震、津波、火災、
雪害、原子力災害などへの対応
を具体的にまとめています。
地震に備える方法「我が家が

避難所―だから強く安全に―」
など、災害を経験した私たちだ
からこそできる実践的な取り組
みを盛り込んでいます。

自主防災会結成と活動の
手引き

自主防災会の活動を、知る（基
本編）・つくる（結成編）・取り
組む（活動編）・工夫する（発展
編）の４つの段階に分けて紹介
しています。「どんな活動をする
の？」「立ち上げるにはどうした
らいい？」などの疑問に具体的
にお答えします。
11月に市内の全ての町内会と

自主防災会などに配布しました。

問危機管理防災課39・2262

現在長岡駅では、よりわかりやすく安心して利

用できるよう、駅の改良工事を行っています。

■見通しが良く、わかりやすい配置にします
店舗などを移転し、改札口横に「みどりの窓口」

「びゅうプラザ」「自動券売機」を一体的に配置し

ます。

■在来線改札口に自動改札機を導入します

■バリアフリー化を図ります
お年寄りや身体の不自由な方が利用しやすいよ

う、エスカレーターや多機能トイレを増設。案内

表示を見やすくするなど、バリアフリー化を図り

ます。

工事に伴い来年３月下旬まで

大手口北側のエレベーターが使用できません
ご不便をおかけしますが、東口のエレベーター

をご利用ください。

担当＝交通政策課39・2267

問東日本旅客鉄道㈱長岡駅36・3524

来年の春 長岡駅が
より便利で快適に生まれ変わります

冬期間の過剰な地下水のくみ上げ
による地盤沈下を防ぎ、歩行者の歩
きやすい道や、車の往来がしやすい
道を確保するため、市は地下水の節
水ルールを定めています。
節水ルールを守り、地下水を大切

に使いましょう。

〈すべての地下水利用者のみなさん〉
●水の量は適正ですか
散水飛距離（図）は、道路でおおむ

ね20㎝、駐車場などは25㎝以下です。

①消雪面積が150㎡以上のとき
●降雪検知器の取り付けが必要です
降雪検知器の設定は、雪が止んでからポンプが停止す

るまでの時間を５分以内、雪温センサーは0.5℃以下にし
てください。

●水量調節弁（バルブ）は付いていますか
地下水の過剰なくみ上げを防止するため、平成19年６

月末までに設置が必要です。なお、町内会や道路消雪組
合では、設備の改修などに併せて設置してください。

②ポンプの口径が10㎝以上のとき
●水量測定器は付いていますか
地下水揚水量（年間量）の報告が必要なことから、設

置が必要です（町内会・道路消雪組合を除く）。①に該当
する場合は、降雪検知器および水量調節弁（バルブ）の
取り付けも必要です。

水量調節弁と水量測定器の取り付けには
補助制度があります

平成16年４月１日以前から揚水設備を設置し利用して
いる人を対象に、水量調節弁と水量測定器の設置費を補
助しています。申請書は環境政策課にあります（市ホー
ムページからもダウンロードできます）。

種 類 補 助 額

水 量 調 節 弁 設置に要する経費の1/2（上限35,000円）

水 量 測 定 器 設置に要する経費の1/2（上限12,500円）

地下水の節水ルールを守りましょう！ 問環境政策課24・0528

12月・１月・年末年始の
急患診療のお知らせは28ページ
（裏表紙）をご覧ください。

12月・１月・年末年始の
急患診療のお知らせは28ページ
（裏表紙）をご覧ください。

（図）散水飛距離
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年末年始のごみ収集

長岡・中之島・越路・三島・山古志・小国・
和島・寺泊・与板地域

●ごみ処理場への直接持ち込みもできます（資源物の持
ち込みはできません。１月の収集日までお待ちくださ
い）。

〔長岡・越路・三島地域にお住まいの人〕
ごみの持ち込みは、引越しなどで多量のごみが出た

ときに限ります。年末は12月30日午後４時30分まで。
事業系のごみは燃やすごみのみです。申し込みは、前
日までに電話でクリーンセンターへ。
■寿クリーンセンター24・2838（寿３の６の１）
受け入れるごみの種類＝燃やすごみのみ
■鳥越クリーンセンター47・1100（鳥越甲2818）
受け入れるごみの種類＝燃やすごみ、燃やさないごみ、

粗大ごみ（「粗大ごみ」には、
処理券シールを貼ってくださ
い）

〔中之島・和島・寺泊・与板地域にお住まいの人〕
■中之島クリーンセンター0256・97・2130
（中条新田1080の２）

年末のごみの持ち込みは12月30日午後４時30分まで。
受け入れるごみの種類＝燃やすごみ、燃やさないごみ、

粗大ごみ

〔小国地域にお住まいの人〕
■小国クリーンセンター95・3153（小国町武石2842）
年末のごみの持ち込みは12月29日午後４時まで。

受け入れるごみの種類＝燃やすごみ、燃やさないごみ、
粗大ごみ

栃尾地域

●ごみ収集は12月30日までごみカレンダー通りです

●ごみ処理場への直接持ち込みもできます
年末のごみの持ち込みは12月30日正午まで。１月

３日は休みます。
■栃尾クリーンセンター53・2205（楡原2334）
受け入れるごみの種類＝燃やすごみ、燃やさないごみ、

粗大ごみ、資源物

問環境業務課24・2837▽中之島支所市民生活課61
・2014▽越路支所市民生活課92・5905▽三島支所
市民生活課42・2221▽山古志支所市民生活課59
・2332▽小国支所市民生活課95・5901▽和島支所
市民生活課74・3111▽寺泊支所市民生活課75・
3113▽栃尾支所環境衛生課53・2477▽与板支所市
民生活課72・3100

●ごみ収集は12月30日までごみカレンダー通りです
（越路・和島・寺泊地域のごみの収集は29日で終了です）

期 日 収集体制

12/29 ごみカレンダー通り

12/30 ごみカレンダー通り

12/31～１/３ 休 み

１/４ ごみカレンダー通り

※収集しない期間は、ステーションにごみを出さないでください

期 日 収集体制

12/30 ごみカレンダー通り

12/31～１/２ 休 み

１/３ ごみカレンダー通り

※収集しない期間は、ステーションにごみを出さないでください

年末年始のし尿くみ取り申し込み
業務の混雑状況や降雪により、申し込みからくみ取

りまで日数がかかる場合があります。早めにお申し込
みください。くみ取り口の除雪とくみ取り車の駐車場
所の確保にご協力をお願いします。

〔申し込み先〕
長岡地域…中越環境保全事業協同組合32・9310
中之島地域…㈲中之島清掃社66・3184
越路・小国地域…㈲あけぼの清掃社42・2560、クリ

ーンシステム㈱92・2517
三島地域…㈲あけぼの清掃社42・2560
山古志地域…㈲山古志清掃59・2304
和島地域…㈲タカハシ環境サービス74・2433
寺泊地域…寺泊清掃社75・2034
栃尾地域…㈲協和衛生社52・3432、㈲クリーン栃尾

52・3280
与板地域…ヨイタ清掃72・2672

★年末年始の下記の期間は受け付けを休みます
長岡・三島・与板地域…12月29日～１月３日
中之島・越路・小国・和島地域…12月30日～１月３日
山古志・寺泊地域…12月31日～１月３日
栃尾地域…12月30日～１月４日

〈業務を休む施設〉

●12月29日～１月３日に休む施設…勤労会館 ●12月28日～１月４日に休む施設…市立劇場、リリックホール、

社会福祉センター、産業展示室（ハイブ長岡内）、サンライフ長岡、勤労青少年ホーム、悠久山プール、中央公民館、地

区コミュニティセンター、児童館、互尊文庫、文書資料室、西地域・南地域・北地域図書館、千秋が原ふるさとの森ア

トリウム

●支所地域の公共施設…各支所が発行する「支所からのお知らせ」などをご覧ください

●体育施設など

名 称 問い合わせ
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日

市民体育館 34・2700

9：00～17：00

9：00～17：00

南部体育館 39・3600

休み

9：00～
17：00

北部体育館 24・6116

みしま体育館 41・2133

厚生会館 35・2010

新産体育館 46・4601

陸上競技場（全天候型トラックのみ使用可）※５ 27・6300
9：00～16：00

9：00～
16：00希望が丘テニス場（全天候型コートのみ使用可）※５ 29・1082

※５ 積雪がある場合は閉場します
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●駐車場

名 称 問い合わせ
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日

大手通り地下駐車場 37・3701
7：00～22：00 7：00～20：00

大手口駐車場 33・2345

表町駐車場 37・9990
0：00～24：00

東口自転車駐車場 34・1678

東口
・
地

・
下自転車駐車場 38・2075 6：00～22：00 6：00～19：00 休み

市政だより 2006.12

12月29日～１月３日、市役所は業務を休みますが、市民生活に関する窓口や各種施設などは次の通り業務を行

います。

くらしにかかわる窓口

窓 口
取り扱い業務

12月

12
月
30
日

～
１
月
２
日


休
み

１月

本庁ほか 支 所 29日 ３日

福祉総合相談室 児童手当の受付、福祉サービスの案内

8：30～

17：15
休み

市 民 課

市民生活課

住民票・戸籍等各種証明書の交付、各種届出書受理、パ
スポート発給事務

国保医療課
国民健康保険料の収納事務、証明書の交付、各種届出書
受理、老人保健の受付、医療費助成の受付

介護保険課
保健福祉課

介護保険料の収納事務、受給資格証明書などの各種証明
書の交付、要介護認定などの各種申請書の受付

福祉相談課 児童扶養手当の受付、障害者福祉の受付

市 民 税 課 中之島・越路・寺泊
・栃尾支所…税務課、
そのほかの支所…市
民生活課

所得証明などの各種証明書の交付

資 産 税 課 評価証明などの各種証明書の交付

収 納 課 市税などの収納事務、納税証明書の交付

市民サービスセンター
（市民センター内36・7822）

住民票・戸籍等各種証明書の交付、各種届出書受理、パス
ポート発給事務 ※１

10：00～
17：00

10：00～
17：00

※１ １月３日の取り扱い業務は、住民票・戸籍等各種証明書（税証明は除く）の交付およびパスポート発給事務のみです。

各種施設
12月29日～１月３日以外の期間の業務は施設ごとに異なりますので、各施設にお問い合わせください。

●市民活動施設

名 称 利用できる施設 問い合わせ
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日

市民センター
（事務室39・
2763）

まちの情報コーナー 39・2761

10：00～
17：00

休み 10：00～17：00
地球広場 39・2714

ちびっこ広場 ※２ 39・2775

まちなか花火ミュージアム ※３ 39・2804

※２ ちびっこ広場ではまちなか保育園（一時保育）とファミリー・サポート・センターの業務は休みます。
※３ まちなか花火ミュージアムの最終上映時間は、午後４時30分です。

●福祉施設など

名 称 問い合わせ
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日

ロングライフセンター 46・5002

9：00～17：00

休み

9：00～17：00高齢者センターふそき 25・3350

高齢者センターけさじろ 39・6266

高齢者センターまきやま 29・7002 9：00～
17：00高齢者センターみやうち 39・5600

高齢者センターしなの 31・7700 9：00～17：00

エコトピア寿 24・9322 10：00～20：00 10：00～20：00

志保の里荘（本館施設、ゲートボール場のみ使用可）72・4649 9 ：00～19：00 9：00～17：00

●文化施設など

名 称 問い合わせ
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日

戦災資料館 36・3269 10：00～17：00 10：00～17：00

青少年文化センター（本館施設のみ使用可）34・1305 9：30～17：00

休み

9：30～17：00

科学博物館 32・0546 9：00～
17：00

9：00～
17：00郷土史料館 35・0185

中央図書館 32・0658 9：30～17：00 9：30～17：00

寺泊水族博物館 75・4936 9：00～17：00 9：00～17：00

河井継之助記念館 ※４ 30・1525 10：00～16：00 休み

※４ 12月27日に開館します。電話は開館日以降につながります。それまでは観光課39・2221へお問い合わせください。

年 末 年 始 市 の 業 務 の ご 案 内
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催

し

■
講
演
会
「
紛
争
下
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
～
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
レ
ポ
ー
ト
～
」

日
時
＝
12
月
10
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
１

講
師
＝
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
・
河
野
貴
代
美
さ
ん

定

員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円

申
12
月
７
日

ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が

お
か

・

38
・
０
４
５
６
へ

■
阪
之
上
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
英

語
劇
「
米
百
俵
」
の
上
演
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
13
日

午
後
７
時
～
８

時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー

問
同
小
学
校

32
・
２
１

３
４

■
道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お


51
・
１
１
９
５
イ
ベ
ン
ト

①
栃
尾
て
ま
り
製
作
実
演
・
体
験

日
時
＝
12
月
９
日

・
10
日

、
１

月
13
日

・
14
日

午
前
11
時
～
午

後
３
時

講
師
＝
栃
尾
て
ま
り
の
会

会
員

参
加
料
＝
実
演
…
無
料
、
体

験
…
６
０
０
円
（
材
料
費
、
約
90
分
）

②
竹
細
工
実
演
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
23
日

・
24
日

午
前

11
時
～
午
後
４
時

講
師
＝
竹
工
房

松
兵
衛
・
葛く

ず

綿わ
た

慎
ま
こ
と

さ
ん

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
と
展
示
＝
12
月
２
日

～
11
日


…
趣
味
の
手
工
芸
、
16
日

～
24

日

…X

'm
as

・
お
正
月
を
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
で
飾
る
、
28
日

～
１
月
10

日

…
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
展
新
年
を

お
も
て
な
し

時
間
＝
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
12
月
31
日

、
１
月
１

日

は
休
み
ま
す
）

■
緑
の
む
ら
再
生
事
業

「
里
山
を
知
る
勉
強
会
」（
無
料
）

東
山
地
区
の
動
植
物
や
見
ど
こ
ろ
、

森
林
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
学

び
ま
す
。
中
学
生
程
度
の
内
容
で
す
。

日
時
＝
１
月
20
日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

申
１
月
17

日

ま
で
に
長
岡
地
域
振
興
局
林
業

振
興
課
・
清
水
さ
ん

38
・
２
５
７

３
、

38
・
２
６
７
４

ス
ポ
ー
ツ

■
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ

ブ
「
ア
マ
リ
リ
ス
」
会
員
募
集

活
動
日
時
＝
１
月
11
日
か
ら
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

定
員
＝

10
人
（
先
着
）

会
費
＝
３
カ
月
６
、

０
０
０
円
（
初
回
に
。
別
途
、
施
設

利
用
料
５
、０
０
０
円
が
必
要
）

持

ち
物
＝
運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル

申

同
会
・
布
川
さ
ん

36
・
６
４
１
３

健

康

■
健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
、
筋

力
ア
ッ
プ
、
減
量
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
を
目
的
に
楽
し
く
運
動
し
ま
す
。

体
験
参
加
も
で
き
ま
す
。

活
動
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時

～
正
午

会
費
＝
月
１
、
５
０
０
円

（
別
途
、
施
設
利
用
料
３
カ
月
１
、

８
０
０
円
程
度
が
必
要
）

会
場
・

申
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

36
・
７
２
０

０■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談


０
２
５
・
２
８
８
・
２
５
２
５

看
護
師
が
必
要
に
よ
り
医
師
の
助

言
を
受
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
30
日


～
１
月
３
日


時
間
＝
午
後
７

時
～
10
時

問
県
医
薬
国
保
課

０

２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
15
日

、
１
月
12
日


午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

問
福

祉
相
談
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事

務
局

39
・
２
２
１
８

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、２月号は１月４日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問広報課39・2202

問＝問い合わせ 申＝申し込み
申の記載のないものは直接会場へどうぞ

市政だより 2006.12

刈
谷
田
川
大
堰せ

き

完
成
ま
で

の
あ
ゆ
み

守
門
岳
を
源
と
す
る
刈
谷
田

川
は
、
川
沿
い
の
人
々
の
暮
ら

し
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
の
始
め
、
中
之
島
地
内
で
は

川
底
が
浅
く
、
耕
地
に
水
を
引

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
之
島
組
の
庄
屋
・
大
竹
長

右
衛
門
は
明
暦
二
年
（
一
六
五

六
）、
米
の
収
穫
量
を
増
や
す
た

め
、
堰せ

き

を
設
け
て
田
に
水
を
引

く
工
事
を
始
め
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
の
堰
は
カ
ヤ

な
ど
を
使
っ
た
草
堰
だ
っ
た
た

め
、
大
雨
で
川
が
出
水
す
る
と

簡
単
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。明

治
時
代
、
中
之
島
出
身
の

政
治
家
・
大
竹
貫
一
ら
に
よ
り
、

堰
の
補
強
や
河
川
改
修
な
ど
の

治
水
・
利
水
事
業
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
す
。

明
治
十
七
年
、
草
堰
が
流
さ

れ
な
い
よ
う
水
を
逃
す
過

水
吐ば

き

が
完
成
。
同
四
十
一

年
に
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の

強
固
な
過
水
吐
閘こ

う

門も
ん

が
造

ら
れ
、
竣
工
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た（
写
真
）。

そ
の
後
も
治
水
工
事
は

進
め
ら
れ
、
昭
和
六
年
に

は
草
堰
に
変
わ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
固
定
堰
が
完

成
。
同
四
十
七
年
に
は
レ

ン
ガ
過
水
吐
閘
門
と
固
定

堰
に
代
わ
る
、
現
在
の
可

動
堰
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

⑦

26

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」（
無
料
）

予
防
方
法
や
か
か
っ
た
時
の
対
処

法
を
お
話
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
16
日

午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

講
師
＝
長
岡
保
養
園

医
師
・
荒
川
太
郎
さ
ん

会
場
・
問

台
町
会
館
（
台
町
１
）

31
・
０
２

９
４

■
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

期
日
と
内
容
＝
①
１
月
９
日

…
リ

ス
ニ
ン
グ
講
座
②
２
月
13
日

…
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
③
３
月

13
日

…
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
自
分
の

気
持
ち
を
上
手
に
伝
え
る
技
術
）・
ネ

ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
交
渉
術
）
講
座

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会

場
＝
中
央
公
民
館

参
加
料
＝
１
回

２
、５
０
０
円
（
③
は
①
を
受
講
し
た

人
の
み
）

申
各
講
座
開
催
日
の
１

カ
月
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
に
Ｈ
Ｃ

勉
強
会
長
岡
・
中
村
さ
ん

０
９
０

・
５
２
１
９
・
９
１
５
７

く
ら
し

■
長
岡
労
働
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
無
料
）

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労

働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
専
門
性
の
高
い
相
談
は
、

弁
護
士
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応
じ
ま

す
（
要
予
約
）。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
電
話
で

も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

会
場
・
申
長
岡
地
域
振
興
局
労
政
課

内
長
岡
労
働
相
談
所

37
・
６
１
１

０
（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

■
税
理
士
無
料
納
税
相
談（
要
予
約
）

期
日
と
担
当
税
理
士
＝
12
月
６
日


…
金
子
修
二
さ
ん
、
20
日

…
清
水

曠
勝
さ
ん

時
間
＝
午
前
９
時
30
分

～
正
午

会
場
・
申
税
理
士
会
長
岡

支
部
（
三
和
３
）

33
・
８
０
８
０

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
相
談
会
（
無
料
）

パ
ー
ト
で
働
く
際
に
知
っ
て
お
き

た
い
保
険
や
税
金
、
心
構
え
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
個
別
相
談
会

は
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
13
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
会
議
室

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡

32
・
１
１
８
１

■
「
水
島
爾に

保お

布う

２
０
０
７
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
販
売
し
ま
す

水
島
爾
保
布
は
戦
前
、
画
家
や
小

説
家
と
し
て
活
躍
。
疎
開
を
機
に
長

岡
に
定
住
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
か

ら
３
年
計
画
で
爾
保
布
作
の
36
枚
の

貴
重
な
絵
を
紹
介
し
ま
す
。

販
売
場
所
＝
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
（
大
手
通
２
）、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
長
岡
駅
構
内
観
光
案
内
所

価
格
＝
２
、０
０
０
円

問
同
協
会


32
・
１
１
８
７

■
浄
化
槽
は
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す

浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
毎
年
一

回
、
県
指
定
の
検
査
機
関
で
定
期
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

20
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
の
検
査
料

は
１
基
あ
た
り
３
、７
０
０
円
で
す
。

検
査
を
受
け
な
い
場
合
、
罰
則

（
過
料
30
万
円
）
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
長
岡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

環
境
課

38
・
２
５
３
２

■
石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病

に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者
の
ご
遺

族
の
み
な
さ
ん
へ

石
綿
ば
く
露
と
は
、
仕
事
な
ど
で

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
す
。

平
成
18
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
「
石

綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
で
、
労
災
保
険
法
の
遺
族

補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
人
に
対
し
て
、
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
労
働
局
労
災
補
償
課

０
２

５
・
２
３
４
・
５
９
２
５

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
や
在
学
中
の
経
済

的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
必
要
な

資
金
を
保
護
者
に
融
資
し
ま
す
。

対
象
＝
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０

万
円
（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）

以
内

融
資
限
度
額
＝
学
生
・
生
徒

１
人
当
た
り
２
０
０
万
円

金
利
＝

年
２
・
３
％
（
平
成
18
年
11
月
10
日

現
在
）

融
資
期
間
＝
10
年
以
内

（
交
通
遺
児
家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭

は
１
年
の
延
長
が
可
能
）

返
済
方

法
＝
毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス

併
用
払
が
可
能
）

問
国
民
生
活
金

融
公
庫
長
岡
支
店

36
・
４
３
６
０

■
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」


０
２
５
・
２
８
１
・
５
５
５
０

中
高
年
の
人
に
役
立
つ
情
報
を
24

時
間
無
休
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

期
間
と
内
容
＝
12
月
10
日

ま
で
…

朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
快
眠
の
コ
ツ
、
11

日

～
24
日

…
介
護
疲
れ
を
減
ら

す
た
め
に
、
25
日

～
１
月
14
日


…
寒
さ
に
負
け
ず
健
康
に
過
ご
す
コ

ツ■
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
運
動

「
簡
易
包
装
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

お
歳
暮
な
ど
年
末
年
始
の
贈
答
品

が
出
回
る
12
月
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

間
で
す
。
店
頭
で
は
「
包
ま
な
く
て

い
い
で
す
」「
包
装
は
簡
単
に
」
と
意

思
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
運
動
実

行
委
員
会
（
県
県
民
生
活
課
内
）


０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
３
５

募

集

■
「
宮
内
な
つ
め
ろ
を
唄
う
会
」

参
加
者
募
集

昔
な
つ
か
し
い
「
な
つ
め
ろ
」
を

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分

～
８
時
30
分

会
場
＝
宮
内
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
本
館
会
議
室
（
曲

新
町
）

演
奏
者
＝
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
奏
者
・
青
木
俊
雄
さ
ん

参
加
料

＝
１
回
５
０
０
円
（
歌
本
、
飲
み
物

付
き
）

申
同
会
・
青
木
さ
ん

36

・
６
８
６
３

■
長
岡
育
英
寮
入
寮
生
募
集

募
集
人
数
＝
３
人

対
象
＝
長
岡
市

出
身
ま
た
は
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

た
男
子
大
学
生
や
大
学
院
生
（
平
成

19
年
４
月
進
学
者
も
予
約
可
）

所

在
地
＝
東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保
２

の
16
の
９

部
屋
＝
６
畳
洋
間
個
室

食
事
な
し
（
エ
ア
コ
ン
、
共
同
の
浴

室
と
炊
事
場
あ
り
）

寮
費
＝
月
３

万
円
（
光
熱
費
・
水
道
代
込
み
。
別

途
保
証
金
２
万
円
が
必
要
）

申
１

月
31
日

ま
で
に

長
岡
社
・
長
藤

さ
ん

32
・
８
５
９
７
へ
（
２
月
に

面
接
で
選
考
）

■
「
放
送
大
学
」
４
月
入
学
生
募
集

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
学

ぶ
通
信
制
大
学
で
す
。
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
養
学
部
の
選
科
と

科
目
は
、
15
歳
以
上
の
人
は
だ
れ
で

も
入
学
で
き
ま
す
。

募
集
学
生
＝
教
養
学
部
…
全
科
履
修

生
（
卒
業
を
目
指
す
人
）、
選
科
履
修

生
（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履
修
生
（
６

カ
月
間
在
学
）、
大
学
院
…
修
士
選
科

生
（
１
年
間
在
学
）、
修
士
科
目
生
（
６

カ
月
間
在
学
）

出
願
期
間
＝
12
月

15
日

～
２
月
15
日


問
放
送
大

学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５
・

２
２
８
・
２
６
５
１

■
福
島
江
桜
ま
つ
り
出
場
者
募
集

桜
ま
つ
り
を
４
月
21
日

・
22
日


に
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
（
台
町

２
）
駐
車
場
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
イ
ベ
ン
ト
＝
①
飾
り
リ
ヤ
カ
ー

（
21
日
）
…
レ
ン
タ
ル
あ
り
（
１
台

５
、０
０
０
円
）。
賞
金
10
万
円
②
催

し
物
（
22
日
）
…
演
奏
や
踊
り
、
特

に
「
桜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
催
し
大

歓
迎
。
10
組
程
度
③
屋
台
（
両
日
）

…
１
店
舗
１
日
に
つ
き
３
、０
０
０
円

④
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
両
日
）
…

１
区
画
（
２
ｍ
×
３
ｍ
）
１
日
に
つ

き
５
０
０
円

申
は
が
き
な
ど
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
イ
ベ

ン
ト
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
０

４
８
台
町
２
の
５
の
23
福
島
江
桜
ま

つ
り
実
行
委
員
会
・
佐
藤
元
美
さ
ん


35
・
４
３
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ルek

ih
ig
ash

isak
u
ra@

zc.ciao.jp

へ
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診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利

用ください。

１ 休日急患診療所（西千手２の５の１健康セン
ター内）

●12月31日～１月３日の診療時間

産婦人科は在宅当番医制

です。お問い合わせは休日

急患診療所35・8255へ

２ 中越こども急患センター（西千手２の５の１
健康センター内）

３ 小国地域

●１月１日～１月３日の診療

４ 休日在宅当番医（中之島・見附地域）

●12月

●１月

受付時間はお問い合わせください。

５ 夜間等の当番病院

①平日夜間当番病院

●12月

●１月

②休日当番病院

●12月

●１月

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあ

ります。

12月・１月・年末年始
急患診療のお知らせ

診療科目 受付時間

休日急患診療所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分
※12/31～１/３は時間
変更あり（下記）

休日急患歯科
診療所
33・9644

歯科

午前９時～11時30分
午後１時～３時30分
※12/31～１/３は時間
変更あり（下記）

診療科目 受付時間

休日急患診療所
35・8255
35・8266

内科（小児
科）・外科

12/31
午前９時～11時
30分、午後１
時～２時30分

１/１～
３

午前10時～11時
30分、午後１
時～２時30分

休日急患歯科
診療所
33・9644

歯科
12/31～
１/３

午前10時～11時
30分、午後１
時～２時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患
センター
94・4636

小児科

月～金（祝休日は除く）
午後６時45分～９時30分
※12/28～１/３は休
診です

診療科目 受付時間

小国診療所（小
国町楢沢88）
95・2010

内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分
※１/１～３は下記へ

受付時間

横田内科消化器科クリニッ
ク95・3141 午前９時～正午

期 日 内 科 外 科

３日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

10日 さえき内科66・8500 貝瀬皮膚科66・8100

17日 霜 鳥 医 院62・0579 見附南医院63・4477

23日 関 谷 医 院61・0205 金 井 医 院62・0116

24日 石 川 医 院66・2140 星整形外科医院66・8808

31日 林俊壱クリニック66・3000 寺 師 医 院62・0137

期 日 内 科 外 科

１日 村 上 医 院63・4600 わたなべ皮フ科62・7750

２日 内 島 医 院66・2446 石 澤 医 院62・2500

３日 田 崎 医 院62・1122 貝瀬皮膚科66・8100

７日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

８日 星野（弘）医院62・0998 見附南医院63・4477

14日 山谷クリニック61・1388 金 井 医 院62・0116

21日 杏仁堂医院62・0123 星整形外科医院66・8808

28日 さえき内科66・8500 寺 師 医 院62・0137

月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院35・3700

火曜日・金曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

水曜日・土曜日 長岡赤十字病院28・3600

３日・23日 長岡赤十字病院28・3600

10日・24日・31日 長岡中央綜合病院35・3700

17日 立 川 綜 合 病 院33・3111

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

火曜日・金曜日 長岡赤十字病院28・3600

水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院35・3700

１日・８日・21日 長岡赤十字病院28・3600

２日・28日 長岡中央綜合病院35・3700

３日・７日・14日 立 川 綜 合 病 院33・3111


